



このたびは、コンタックス AX をお買いあげいただき 
ありがとラございまず。 

このカメラは、既巧のコンタックスー眼レフ用カー 
ルツァイスレンズをそのまま使用してオートフオー 
カスを可能にずる、オートマティックバックフオー 
カシング （ ABF ) 方式を採用しておりまず。またマ 
ニュアルフオーカスもレンズの距離リングでできる、 
オートフオーカス/マニュアルフオーカスの両操作 
性を重視したオートフオーカスー眼レフカメラでず。 
さらに次のよラにかずかずの特徵ちございまずので、 
ご使用になる前にこの取巧説明書をよくお読みいた 
だき、正しい取り巧いで末永くご愛用ください。 


この取扱説明害の説明內容は、マルチモード対応のフラナー T * 
己 OmmFl .4( MM ) 巧さで巧っていますび、他のカールツアイス 
交換レンズを装着した場をち特に記載がない限り使用方まは同じ 
です。 
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( T 絞り優先オート、シャッター‘優先オート、プ□グラム 
オートなどの露出制御槪能をちつ、マルチモード対応 
の一眼レフカメラです。 

2 マこュアルフォーカス撮影、マクロ撮影のときは、ピ 
ントの含い具ををフォーカス表示で確認することびで 
さます。 

⑤カメラをご自分に含った作動内容にすることびできる 
"カスタム撒能"を搭載しています。 

みスト n ボオートセット機能を備えた当社 TLA スト n ボ 
と組み合わせると、カメラでセットしたフイルム感度、 
絞り値げ自動的にスト□ボにもセットされます。 

なコンタックスデータバック D -8 (別売り）を取り付け 
ると、露出データをフイルムの最初の2コマ（あるい 
は1コマ）にまとめて写し込んだり、曰付や露出デー 
夕等をコマ間に写し込むことができます。また、イン 
ターバル撮影をすることちできます。 



この取巧説明里は、図のよラにして各部の名称と照らし合わせて 
読むことげでさます。 









挪のを祿 


A ’ 日 ’C レ A — — 

視度調整つまみ 
巧出補正ダイヤル 
ダウンボタン 
表示パネル 
アツフボタン- 
ドライブモード切り曾えダイヤル 


フ オー カスモード 
切り曾えレパー 

シャッターボタン 
メインスイッチ 
AF 補助光発光部 

レンズ取りはずしボタン 
巧出チェックボタン 


絞0込みボタン 
セルフタイマー LED 



- 専苗スト□ボ連動接点 

- ダイレクト X 接点 

- アクセヴリーシユー 

'シ ヤツ タースピードダイヤル 

■露出モード切り曾えレバー 

- 吊り環 

- 測光切り替えレバー 

--- レンス指標 

- スクリーン交換つめ 
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巧全に関ずる表示について 

この取巧説明奮では、このカメラをおをに使用していただくにめ 
に、なのよラな表示をしています。巧容をよくお読みいにだき、 
正しく使用してください。 


A まち 

このマークは、製品を正しくお使いいただけなか 
つに場合に、製品の使用者等が傷害を負ラ危険お 
よび物的損書の発生び想定されることを示しま 
す。 


AS 告 

このマークは、製品を正しくお使いいただけなか 
つに場合に、製品の使用吾等び死こまには重傷を 
もラ可能巧が想定されることを示します。 


取り巧い上のま意 

<カメラ使用上の注意> 

• レンスやファインダー接眼部などに:ミ-ホコ U びある場合は、 
プ□ワーで吹きとばすか、柔かいレンズ刷毛で軽く化い、指紋 
などがついた場合はむやみに巧かず、市販のレンズ紙などで軽 
くないてください。なお、ボンべタイフのブロワーは絶対に使 
わないでください。風圧でゴミ-ホコ U びさらにカメラの奧に 
入り込む恐れびあります。またミラー面の□ミやホコ U は、レ 
ンス刷毛で軽く化ラ程度にしてください。 

• 本体の巧れを奢とすとさは、柔らかな巧などで巧いてください。 
ベンジンやシンナーなどの有機溶剤は本体破損の原因になりま 
すので絶対に使用しないでください。 


造! J ま意 


• 海岸やほこりの多い P 巧での樞影をは、カメラをよ 
く活掃してください。潮風は金属を腐食し巧子回 
路の斷線、ショートの原因とな0、発煙、発火を 
起こすこともあります。また砂ぼこりは巧部機墙 
の作動不良を起こします。 

• 寒いところから急に暖かい室巧に持ち込むと、レ 
ンズびくちることがあります。しばらくするとく 
ちじは消えますが、繰り返し巧ラとレンズやボデ 
ィ巧部に水滴が生じます。水滴は電子回路の削線、 
ショートの原因となり、発煙•発乂を起こすこと 
もあります。急激な温度変化はできるだけ避けて 
ください。 

• カメラは稍おな電子衞器です。電子回路の斷線に 
よる発煙-発火や槪構の破損の原因となる落下や 
街巧は避けてください。 

• 巧が旅行や結婚式など大切な巧巧のときは、前も 
つて作®の巧認、またはテスト} i 影をしてから使 
巧してください。また、モ摘の巧池を巧巧してく 
ださい。 


<シャッター幕について> 

シャッター萬は非常に巧い材質でできています。絕巧に指で突 
いたり、觸れたり、おいたりしないでください。フイルム交換 
の際はフイルム先端びシャッター幕に鹏れないよラにご;主意く 
ださい。また、ブロワーで吹く隙は強く吹かないでください。 
強く吹くと変おや破損の恐れびあります。ボンべタイフのプロ 
ワーは槪対に使わないでください。 
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A 装告 


• カメラや逗池びがくなる、煙が出る、焦げ臭いなど 
の異巧を巧じたとさは、速やかに壁池を取0出して 
<だごい。乂災や义傷の原因とな0まず。（巧池を取 
0出す際、乂傷には十分こま,呑ください。） 

• スト□ボお)お時、スト□ボを人の目（とくに乳の巧） 
におづけて、撮おしないでください。目の近くでス 
卜□ボを発光すると視力障害をおこすを険巧びあ0 
ます。 


• 巧動しなびらの巧おはおやめください。巧にファイン 
ダーを萌きながら移動ずるとホなの原因になります。 

• 櫃お時は被写体に気をとられすざずに、周四の状況 
にち十分をををは b つでください。 


くマイク□コンビューターの巧語回巧について> 

このカメラは外部の強力な静逗気に巧しての部のマイク□コンビ 
ューターを保護するための安全回路を巧おしています。このを全 
回路の衝さによ0便めてまれにカメラび作動しなくなることがあ 
ります。このよラな場合は、メインスイッチを OFF にし、一旦逗 
池を取り出して、をう一度入れ直してからご使用ください。 


く福光フィルターについて> 

このカメラは、 AF 測距系と測光系の特性上、直線偏光フィルタ 
一を使用すると測拒誤差や測光誤差を生じます。漏光フィルター 
を使って撮おするときは、円偏光フィルターをこ使用ください。 


くカメラの保管について> 

• 署い場所（夏の;毎辺、直射曰光下の車内など）に長時間おい 
ておくと、フィルムや霉池の性能をお下させ、カメラにも悪 
影巧を及ぼしまずので放置しないでくだごい。 

♦ カメラを長期間使わないとさは聖池を取り出しておいてくだ 
さい。霉池の液焉れなどによる事故を防ぎます。 


A 注意 


• カメラは湿気やほこ0のある場所や防虫剤のある夕 
ンス、実驗章のよラに薬品を巧ラところを避け、風 
通しのよいところに保管してくだごい。番テ回路の 
巧線、ショートの原因となり、発煙•発火を起こす 
ことをあ D ます。 


く電池取り扱い上の注意> 

• 巧池は一般に、低遍になるにしたがって一時的に性能が低下 
します。寒冷化での使用の前後はカメラを防寒具やを服の內 
側に入れるなどして保温してくだごい。なお低温のたゆに性 
能の低下した里池は、常温に戻ると回復します。 

• 逗池の+—極が汗や油などで巧れていると、接触不良をおこ 
す原因になります。乾巧でよく巧いてから使用してくださしV, 
• 長期の旅行などには、予備の新しい逗池を用意、してください。 
• 霉池の +- を間違えて入れるとカメラは作動しません。 

• リチウム霉池に CR 己)は巧猩できません。 


A ミ主意 

• 霉;をは、金焦製のピンセットのよラな巧运なのある 
ものでつままないでくだごい。電池の消巧を早める 
だけでなく、ショートしてお険です。 




• 亟;也を义の中に入れたり、巧を、ショート、分解、 
加熟は絶対にしないで<ださい。電池がおなし火災、 
けびや周囲を巧掲する原因とな0まず。 


• 堪池はの巧の手の届かないところに置いてくださ 
し^。万一軍池を飲みみんだ場合は、直ちに医師とネ目 
おしてくださし、。 
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ピントのちわせか: 


オートフォーカス (AF) によるピント含わせ . 34 

オートマテイックバックフォーカシング (A 日 F) 方式 
のしくみと AF の機能 

<1.ABF 方式のしくみとバックフォーカス 

スケール> . 34 

く 2. A 目 F 方式の撮影範囲〉 . 3已 

く 3. フォーカスボタン磯能切り曾えダイヤル 

(F ダイヤル）とフォーカスモードの関係> .... 36 
く斗ドライブモード'‘ （S、CL/CH) と 

フォーカスモードに AF/CAF) の関保〉 . 38 

く己.その他〉 . 39 

• AF 使用時のごを意 

• AF 補助光について 

• AF の苦手な被写体 

撮彩目的に応じた才ートフォーカス設定 

く1 . 一般的なオートフォーカス撮鬆> . 40 

CAF の便利な使いかた . 44 

フォーカス□ック 

(F ダイヤルが "AFL" のとき） . 4己 

<2. オートフォーカスとシャッターを 

別々のボタンで行いたいとさ> . 48 

く 3. マニュアルフォーカスを体の撮穀時、 

ワンショット AF として使いたいとき〉 . 49 

マニュアルフォーカスによるピント合わせ . 己日 



































マク□モードでのピント含わせ 
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法お操作と応用テクニック 


露出モードの選お . 已3 

絞り優先才ート撮影 [ Av ]. 已4 

シャッター被先オート撮影 [ Tv ]. 已已 

ブ□グラムオート撮款[円 . 已7 

マニュアル露出撮影 [ M ]. 已9 

バルブ撮影旧] . 60 

測光方式 . 61 

露出の補正 . 64 

<1. 露出補正ダイヤルの利巧:） . 64 

く 2. AE □ックの利用> . 日日 

く 3. A •日 . C 撮影 （3 コマ連続自動露出補正)> ......... 67 

スト□ボ撮影 . 70 

く TTL ダイレクト測光による撮影> . 70 

<ス□-シンク□撮影> . 72 

<デイライトシンク□撮影> . 73 

く露出補正ダイヤルの利用> . 73 

〈後幕シンク□撮影:） . 74 

く TLA スト□ボ LU 外の X 接点を利用した 

他のスト□ボによる撮影> . 7已 

多重露出撮影 . 76 

セルフタイマー撮影 . 79 


カスタム機能 . 80 

くカスタム機能一•養表:） . 80 

くカスタム機能のセツトのしかた〉 . 82 


その他 


アイピースシャッター . 84 

ケープルスイッチソケット . 8已 

外部霉源ソケット . 8已 

裏ぶたの取りはずし . 8日 

シャッタースピードと絞り値の表示について . 8日 

被写巧深度について . 87 

く絞り込みボタン:） . 88 

ホが線フィルム撮景ミについて . 88 


別売アクセサリー 


C0NTAX TLA360 スト□ボ . 90 

C0NTAX データバック D-8. 93 

パワーバック P-8. 94 

フォーカシングスク I 」ーン FW タイプ . 目已 

フレックスケース C- 已 . 98 

主な化様 . 99 
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mm のきねか！) (才 一 t ^ フオー カス、才ート露 お 撮影) 




2 メインスイツチを 
" ON " にしまず。 
( PIS ) 



3 DX フイルムを入れ、 
先端をオレンジ色の 
"■" マークの位ちまで引 
を出し、そのままスプール 
の上にのはまず。 （ P 21) 



4 フィルム感度を " DX " 
にセツトしまず。 

( P 23) 



5 レンズを取り巧け、 
レンズの距離リング 
を"〇〇"にセットします。 
( P 40) 



6 フォー カスボタン機 
能切り留えダイヤル 
( F ダイヤル）を " AFL " 
にしまず。 （ P 40) 



7 フオーカスモード切り 
曾えレバーを " SAF " 
にしドライプモードを" S " 
にセットしまず。 （ P 28、 
41) 


絞り優巧オート 



プ□グラムオート 


S 































8 度出モード切り曾え 
レバー を " Av " にし、 
絞りをセツトしまず。 
(P 已 4) 


8 函出モード切り替え 
レバーを " Tv " にし、 
レンズの絞りを最小絞り 
(緑色）にしてシャツター 
スピー ドをセツ 卜しまず。 
( P 已已） 


8 惡出モード切り替え 
レバー を " P " にし、 
レンズの絞りを最小絞り 
(緑を）にしまず。 （ P 百 7) 



9 ファインダー内水平スプリット 
部を被写体に向け、シャッター 
ポタンを半巧ししまず。 （ P 4 已） 


1^合焦マークが点打しまず。 
A Vr シャッタ—ボタンを押し込 
んで撮影しまず。 （ P 46) 
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ストラップの巧 0 巧けかた(標準装備) 


図にならって取0付けてください。 
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アイカップ F -4 の巧0巧け (^ mm ) 


①接眼リングを図のように回してはずします。 



③アイカツフを接眼部に取り付けて、接眼リングを 
ネジ込んで固定してください。 





























徽% 




レンズの巧 0 巧け/取 0 はずし 



〈レンズの取り付け〉 

まずカメラのボディキャップとレンズの後キャップをそ 
れぞれ回しではずします。次にレンズ側の赤点をカメラ 
側のレンズ指標にをわせてはめ込み、時計方向に‘‘カチ 
ッ"と音びして止まるまで回して取り付けます。 
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〈レンズの取りはずし〉 

レンズ取りはずしボタンを巧しなび5レンズを反時計方 
向に止まるまで回し、前方に引さ出してはずしまず。力 
メラか5はずしたレンズにはレンズキャップと藥キャッ 
プ、また力方ラにはボディキャッフをかぶせて保護ずる 
ことを忘むないで<ださい。 

• レンズ着脱の顆、レンズ面やボディ内部に触れないで 
<だごい。 

• フィルムび入っている状態でレンズを着脱ずるときは、 
直射日光を避けてくだごい。 














このカメラはフィルム巻さ上げ、巻を戻し、シャッター 
など、すべての磯補び電池で作動するようになっていま 
す.カメラは電池が入っていないと作動しません。 

1 カメラ底部のバッテリー室カノ 着脱ノブを起こし、 
• マークをぶ’' に合わせてバッテ U —室カバー 
をはずします。 


2 6V リチウム遥池 （2CR 己）をバッテリー室内の + — 
表示になって正しく入れてくださし、。 

• 電池を入れた時にフィルムカウンターが"日日’‘のままで 
点滅している場合は一度裏ぶたを開けて、閉めなおし 
で< ださし、 

3 カメラのバッテリー室カバーガイドピンにバッテリ 
一室カバーの取0付け巧を含わせ、カバーを元通0 
にかぶせます。そして着脱ノブの‘‘ •‘ マークを"食’‘ 
に合わせで閉めてください。 












逗池を交換してください。 


〈バッテリーチェック〉 

電池を入れたを、カメラを一度作動させ、表示パネルに 
"Q " (バッテ U —裝告マーク）び表示されなければ、 
電池の電圧は正常です。 
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〈電池の交換時期〉 

表示パネルに‘’ Q’’ マークび点灯した5、電池の交換時 
期です。メインスイッチを "OFF" にしてか5カメラの 
バッテ U —室カバーを開けて、新しい電池と交換し！:く 
ださい。 

• Q マークび点灯してか5ち撮影はできますび、す 
みやかに電池交換してください。電池容窒び使用限界 
を超えると、表示パネルの‘ ’Q’’ マークび点滅または 
消巧し、カメラは作動しなくなります。 

• 逗池によってはその性質上、装着時一時的に電圧げ低 
下し、 " Q" マークび点'なすることびあります。新品 
電池装着後すぐに‘‘ Q" マークび表示された場合、一 
度メインスイッチを日 FF にし再度日 N にしてくださし、。 
この操作を行って‘‘ 0" マークが消えた5そのままお 
使いいただけます。 








タインスイツチ 





電源の " OFF "、" ON " および " AEL " ( AE □ック）の切 
り暂えを行います。 

♦誤作動を防ぐためメインスイッチは、"カチッ’’と音び 
するク U ックの位置にとめてご使用ください。 

OFF :ホマークが見えないとき 

カメラの奪源が切れ、日 FF の状態になっています。カメ 
ラを使わないとさは、不用意にシャツターび切れないよ 
ラにメインスイッチを日 FF にしてください。 


" ON " マーク 

カメラの里源が入ります。 

通常はこの位置でご使用ください。 

" AEL " マーク 

逆光での撮影や、動<被写体を一定の露出で連続撮影す 
るなど、露出を固定 （AE □ック）したいときに使います。 
詳しくは P 日日をご控ください。 
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ファインダー丙表示おぶび表を J はル 


〈フアイン ダー 內表示〉 この図は説明のために全情報を表示したもので実際の表示とは異なります;, 



フィルムカウンター 


百日的中 


測光 マーク 
巧出補正表示 

スト□ボマーク」 


ーバックフすーカススケール 
フすーカス 表示 


露出 マーク 



シかツ ター ス ビー ド 


ファインダー內表示は、次の操作をしたときに表示され、 
16秒間表示したあと自動的に消える省霞設計になつてい 
ます。 

1メインスイッチを日 N にしたとき。 

2 メインスイッチ日 N のげ態で、露出チェックボタン、ま 
たはシゎッターボタン半巧しで表示されます。 

また表示中にダイヤル等を切り替えたときは、表示はさ 
日に16秒間延長されます。 


〈ファインダー内表示〉 

ファインタ'-巧表示は、絞り、シャッタースピード、な 
どの露出表示の他に、 フオー カス表示、バック フオー カ 
ススケール等び表示される、情報集中ファインダーです。 

シャッタースピード 

シャッタースピードは1/目0日日秒から32秒び表示され 
..6000"は]/6000丰少、"200’’ は1/200手少、 "32" ’’ 
は32秒を表します。 
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絞 0 値 

絞り優先才ート撮影 ( Av ) とマニュアル撮影 （ M ) のと 
きはセットした絞り値を、シャッター優先オート撮影 
( Tv ) とプログラムオート撮影 （ P ) のとをはシャツター 
スピー ドに応じた絞り値を表示します。 


フィルムカウン ター 

フィルムの撮累ミ枚数を表示します。 また、なのよラな表 
のちします。 

• セルフタイマー時の残り時間表示 （1 日秒〜日日まで)。 

• A ‘ B ， C 撮影 （3 コマ連続自動露出補正）時の作動順序表示 
• 撮影フィルム終了表示 

測光マーク 

測光方式と AE ロックの表示をします。 

中央重点平均測光のとを’，マークび点のします。 
スボット測光のとき："[冉’‘マークが点灯します。 

中央重点平均測光で AE □ック；マークが点滅し 
ます。 

スボット測光で AE □ック："阳’’マークのやの"*" 
が点威します。 


露出補正表ち 

露出補正夕’イヤルを’‘日’’ L ソ外の値にすると"補正値’’ 
が点滅表ちされます。 

スト□ポマーク 

TLA フラッシュシステム使用時、巧電が完了すると‘‘ 4" 
マークび点打します。また TTL 調光び的確に行われにと 
をは撮影後に2秒間点滅します。 

フ オー カス表示 

ピント合わせ状態を表示します。 

• 合焦；被写体にピントび含っています。 

幾ピン：被写体よりを遠距離にビントびをっています。 
"ィ"前ビン：被写巧よ0ち近距離にピントびをっています。 
"►ィ’’測距不能 

バックフ オー カススケール 

可動ボディの移動窒を表示します。 （ P .34) 

語出 マーク 

オート露出モード ( Av . Tv . P ) ではオート露出連動節 
囲がの才ーバーアンダー’‘の表示、‘‘ M ’’ " X " 
モードでは適正露出オーバーアンダー 
を表示します。 



〈表示パネル〉 

この図は説明のために全情報を表示したちので実際の表示とは異 
な0ます C 


多重露出マーク- 

EX マーク- 

に0マーク- 


- DX マーク 


ISOEX 百 DX 口 _ 

爸888巧 


フイルムカウンター/ - 
フイルム感度 


フイルム マーク 


バッテ1」一警告マーク 


フィルムカウンター/フィルム感度 

"フィルムの撮影枚数"を表示します。また"アップボタ 
ン"、または"ダウンボタン’’を巧すと"フィルム感度’‘ 
表示になります。 DX フィルム使巧時は DX で読みとつた 
"フィルム感度’‘表示および"何枚撮り’’のフィルムが入 
つてし"!るかの表示をします。 
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また、次のような表示ちします。 

• セルフタイマー作動残り時間 
♦バルブ撮影の経過時間 
• A ， 日’ C 撮影時の撮影順序 
• を重露出のセット回数 
• カスタム機能のセット状態 
• 福影フィルム終了時の表示 

に 0’ DX 7 —ク 

フィルム感度表示にしたとさ、あるいはフィルム喊度を 

セツトするモードのとさに表示されます。 

• DX 〕ー ドによる自動セット状態のときは、常に " DX " 
び表示されます。 

EX マー ク 

DX フィルム使用時、何枚撮りのフィルムび入っているか 

表示するときに、枚数と一緒に表示されます。 

バッテリー巧告マーク 

逗 池の交換時期を表示します。 

を重露出 マーク 

多重露出モードになっているとさに表示します。 

フイルム マーク 

フィルムび入っているとき表示します。 















視度調整のしかた 





この力;><ラには視度調整機構が阳蔵されています。視度 
調整つまみを回転させて、ファインダー巧中央の円がは 
っきり見えるように調整してください。 

調整範囲は+日.5〜一 2 D (ディオプター）です。 

• 力;ラの視度調整機構の範囲巧で視度調整がでさない 
場合は、別売りの視度補正レンズ FM タイプをご利巧く 
ださい。 


視度調整範囲は表のようになります。 


視度補正レンズ 調整範囲 

なし +日.己 D 〜一2.日 D 

FM — 3 -4.0 D 〜 -1 加 

FM + 2 +1.日 D 〜+3加 

取付かた 

力;>< ラの接眼リングをはずして視度補正レンズをねじ込 
がます。 

♦取り外した接眼リングはなくさないように保管してく 
ださい。 
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フイ J レムの入れかた 



1 塞ぶたロック解險ボタンを押しながら襄ぶた開放レ 
バーを下へスライドさせ、裝ぶたを開けます。 

♦フィルムを入れるときは、カメラの巧側に入っている 
「保護シート」を必ず取りはずしてくださし、。 
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2 図のように、フィルムパトローネ先端を斜めにして 
入れます。 

シャツター巧について 

シャッター幕は精密部品ですので絶対に指で觸れたり 
フィルムの先端でついたりしないでください。特にフ 
ィルムの先端びシかッター幕の上にある状態では、絶 
巧にシャツターを切 b ないでください。 

• DX 接点やデータバック用接点は、むやみに觸れた0、 
ミちした0しないよラにミ主意しでくださし、。 

• フィルムの出し入れは、直射日光を避けてください。 
































3 フィルムの先端をオレンジ色の’ 1 1 ’’ マークの位丙 
まで引を出し、そのままスプールの上にのせます。 
このとを図のよラにフィルムび浮き上び6ないよラにし 
て < ださい。 

〇 [^881 X 

• フイルムの先が長く出ている塌をは、長さを調節して 
<ださい。 



4 史ぶたを閉め、メインスイッチを " ON " にしてシト 
ッターボタンを巧します。 

フィルムが自動的に]コマ目まで空送りされ、フィルム 
カウンターは " or になります。 

• フィルムを入れると、表示バネルにフィルムマークび 
表示されフィルムが入っていることがわかります。 
♦表示パネルのフィルムカウンターが"日日’’のままで点 
減している場台は、フィルムが正しく送6れていませ 
ん。おぶたを開け、もラー度入れなおして<ださい。 

• フィルムカウンターは表示パネルとファインタ’一の両 
方に表示されます。 

































裏ぶたの部□ちは、 襄 ぶたげカメラ本体接点についたと 
をに自動的にセツトされるよう精密にでさています。 
特に 〇 印部はむやみに動かさないでください。接觸不 
良による作動不良や故障の原因になります。 
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〈何枚撮りのフィルムが入っているかの確認〉 

DX フィルム使巧時は DX コードを読みとって、"巧枚撮り" 
のフィルムがカメラに入っているか確認することびでき 
ます。 

メインスイッチ " ON " 時に"アップボタン"または’‘夕’ 
ウンボタン’’を押すと、表示パネルに"フィルム感度’’ 
が表示されます。その表示中にどち b かのボタンを巧す 
と、‘'何枚撮り’’のフィルムが入っているかの表示になり、 
ボタンを巧すごとに"フィルム感度"と交互に表示され 
ます。 











































フィ Hz ム感度のセツトおよび確認のしか 


フィルム感度のセットは、 DX コード利用による自動セッ 
卜と、任意の感度をセットする手動セットの2通りの方 
まげあります。セツトしにフイルム感度は表示パネルで 
確認でさます。 


表示パネルに " DX " が表示されているとさは、 DX コ 
—ドによる自動セットになります。 DX コード付きの 
フィルムをご使巧になる場含はそのままお使いくださ 
い。表示パネルに " DX " が表示されていないときは、 
必ずフィルム感度を手動でセットしてください。 




〈セットのしかた〉 

1 ；><インスイッチを " ON " にして、盛出 f ー ド□ック 
解除ボタンを押しながら、露出モード切0曾えレバ 
一を回し、露出モード指標を " ISO ” に合わせます。 

表示パネルに ‘‘ DX “、または"侶日とフイルム感度"び 
表示されます。 
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ダウンボタン アツフボタン 


両方同時に押す 


2 " アップボタン"または"ダウンボタン"を押して、 
フィルム感度を "DX" または合わせたい感度値にし 
ます。 


し > DX ^ — *6 ^—^ 8 ^—^ 10 ^—^ ^—^ 5000^—^6400 < ^ 

• "アップポタン"を押すと、押すごとに1/3段階ずつ 
感度が高くなります。 

• "ダウンボタン"を押すと、押すごとに1/3段ずつ感 
度が低くなります。 

• "ボタンを巧し続けるとフィルム感度び連続して変化 
します。 


’アップボタン’’と"ダウンボタン"を同時に押して、 
DX" にセットすることちでさます。 




































0 I み 


3 露出亡ード切り替えレバーを露出亡ードにしてくだ 
さい。これでセット完了です。 

表示はフィルムカウンター表示に戻ります。 

♦セットしたフィルム感度は、次にセットし直すまで記 
憶されています。 

•露出 E — ド切り替えレバーが " IS 日’‘、 " CF " のときは 
撮影でをません。 



ぐ‘ DX " をセットしたとさ〉 

" DX " をセットしておくと、 DX コード付きのフィルムを 
使うとき、カメラがフィルム感度を自動セットします。 

DX コード付きフィルムはに02已〜己000まで使用でき、 

" DX " のマークと感度は、フイルムのが箱に表示されて 
います。 


• DX コードのないフイルムは、 ISCil 日日に自動セット 
されます。 
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〈任意の感度をセツトしたとき〉 

DX コー ドのないフイルムのフイルム感度セツトや 、 DX 
表示と異なるフイルム感度に変えたい場合に健います。 

• フイルム感度は6〜64日日の範囲で1/3段ごとにセツ 
卜でをます。 

• 感度値をセツトすると、 0 X 3— ド巧きフイルム使用時 
ち手動セツトした値になります,:， 
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〈フィルム感度の確認〉 

攝影中にフィルム感度を確認したいとをは、"アップボタ 
ン"または"ダウンボタン’’を巧すと、表示パネルにそ 
の時セットされているフィルム 感度、 または DX コー ドで 
読みとったフィルム感度が表示どれます。 
















露おモード旬!り替えレバー 



露出 モード切り替えに使用します。 露出モード□ック瞄 

除ボタンを巧しなが5醒出モード切り替えレバーを回し、 
露出モード指標をそれぞれの位置に含わせて<ださい。 

また、フィルム感度のセット"に〇"、カスタム機能のセ 
ット’ ‘ CF’’ のときにを使用します。 


各露出モードの詳細は、 P 己3--、-6日をご莫くださし、 


巧 i チェックボタン 



メインスイッチが ON のとき、露出チェックボタンを押す 
とファインダー巧表示び点灯し、露出、ピント等を確認 
することがでさます。またシトッターポタンを半巧しす 
ることでむ確認することができます。 
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ドライブモード切り替えダイヤル 



撮影目的に応じてなのドライブモードが選べます。 


ドライブモード切り替えダイヤルを引き上げなが5回し、 
マークを指標に合わせクリックの位置に落とし込んでく 
ださい。（"因"の場合は上がったままでず。） 

"S" ……1〕マ撮影 

力;^ラのシャッターボタンを押すごとに]コマ分撮影さ 
れ、巧の巻さ上げが行われて停止します。 

"CH"、"CL" ……連続撮影 

力;^ラのシャッターボタンを押している間、 " CH " は嚴 
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I 



高約已コマ/秒、 " CL " では約3コマ//'秒の連続撮影がで 
さます。（撮影コマ速度は、シャッタースピードやフィル 
ム感度、データバックのコマ間写し込みあり/なし、使 
用する畢池の状態などによ0変化します。） 

"公2"、"公 10" ……セルフタイマー撮影 

"& 2 ’’ は2秒"り 10 " は] 0砂のセルフタイマー撮影にな 
0ます。詳しくは P 79 をご黨ください。 

"因"……を重語出撮影 

多重露出撮影をするとさにセットします。 

詳しくは P 7 日をご第ください。 













フザー カス モー ド切り替えレバー 



攝 P ミ目的に応じて、次のフォーカスちードを選ぶことが 
でさます。 

フ ォー カスモード切り曾えレノ（一動かして、指標をフォ 
ー カスちードに含ねせます。 

" SAF ……シングル-才ートフオーカス 

AF でビント合わせを行い一度ピントがをうと、その位屑 
でピントび固定しまず。 

ピン ト憑 先のちードでず。 


" CAF " ……コンティニユアス•オートフオーカス 

AF で連続してピントを含わせ続けます。 

シャツターチヤンス懼先のモードです。 


" MF " ……マニュアルフオーカス 

ピント合わせは手動になります。 

" MACRO " ……マク□撮影 

取り付けたレンズの最短撮影距離よりちさ5に近づいて 
撮影することがでさます。ピント合わせは手動になりま 
す。 
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シトツタースどー ドダイヤル 



撮影フィルムへの露光時間を調節するちので、 " Tv " (シ 
ャツター鶴先才ート）および’’ M ’’ （マニュアル露出）の 
とき使用します。 

シャツ タースピードは、 4 S (4 秒） -4000 (1/4000 
秒）の髓囲で1段ごとにセツトできます。 

•シャッタースピードダイトルはクリックの位置に止め 
てご使用ください。 
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フォーカスポタン機能切り替えタイヤル 
( F ダイヤル)/フォーカスボタン ( F ボタン) 



F ダイヤル 


F ダイヤルで F ボタンの離能を切り曾えます。また、 F ダ 
イトルの切0曾え位置によ0、各フォーカスモード時の 
ピントの合わせかたが変わります。詳しくは P 3 目をご賓 
<ださい。 
























ビントが合った美しい写真を撮るためには、カメラをし 
っかり構えることが大切です。ピントが悪い写真の多く 
はカメラぶれが原因です。 

カメラは横位置の他、げ況により端位置で福えますが、 
いずれを自分にあった姿勢を研究してください。 

建物や木ななどを利用して体やカメラをすえることも効 
栗的な方法です。 

参縦位置に構えたときは、 AF 補助発光部を手でかくさな 
いようにごま意ください。 


脇をしめてカメラを安定させる。 



2写ず瞬間、呼吸を止める。 


巧手にあまり力を入れず、静かに 
シャッターボタンを押す。 














フイ H / ムの巻き戻し 



撮影フィルムを全部写し終えると、菩さ上げび止まり、 
表示パネル-フィルムカウンター表示の上巧、下がび交 
互に点滅します。 

メインスイッチ日 N の状態で、きき戻しロック解溝ボ 
タンを巧しなびら、巷を戻しレバーを矢印の方向に 
回してください。フィルムの巻さ戻しが始まります。 
フィルムカウンターは減算表示され、巻さ戻しび終了す 
るとモーターび停止しカウンターは"日日’’の点減表示に 
なります。 

• 卷さ戻しが始まつたとをは巻き戻しレノ（一か5必ず手 
を離してください。當を戻しレノ（一は自動的に元に戻 
ります。 


2 モーターび停止し、フィルムカウンターび"日日’’に 
なったのを確認してから裏ぶたを開け、フィルムを 
取0出して < ださし、。 

• フィルムの取り出しは直射日光を避けてください。 

• フィルムの途中からの巻き戻しをし2の順で行ってく 
ださい。 

• 巻き戻し後は、必ずフィルムを取り出してください。 
巻き戻し後は、一度裹ぶたを開けるまでカメラは作動 
しません。 
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ピントの 
さわせおお 


このカメラのピント合わせは、自動で行ラオート 
フォーカス ( AF ) と手動で行ラマニュアルフォ 
ーカス ( MR があります。オートフォーカスには、 
" SAF " (シングル•才ートフ ォー カス）と、 
" CAF " (コンティ ニ ユアス•才ートフ ォー カス） 
があります。 

被写体に応じて使い分けると、よりよい写真撮影 
びでさます。 




オートフォーカス ( AF ) によるピントをわせ 


才ートマティックバックフオーカシング （ ABF ) ち式のしくみと AF の機能 




バックフ オー カススケール表示 


バ- 


-スポジション^ 
アンダーバ^ 


;um 


スケール 

I 巧動ボディの移動至 
1 Omm / 


〈1. ABF 方式のしくみとバックフォーカススケール〉 

このカメラは、既存のコンタックスー眼レフ巧カールツ 
アイスレンズびそのまま使巧でさる才ートフォーカス 
(AF) カメラです。 

AF 時は、図のように可動ボディを後ろに移動してピント 
含わせを行ラ方式です。レンズの距離リングたット位置 
より近距離側をオートフォーカスでピント合わせを行い 
ます。そのとさの可動ボディの移動墨を、ファインダー 
巧バック フォー カススケールに図のよラに表示します。 
可動ボディの最大移動置は] Omm です。 


<2. ABF 方式の撮影範囲〉 

オートフォーカス撮穀は、レンズの距離I」ングを‘‘〇〇’ 
にセットして行います。そのとさのオートフォーカス樞 
影距離範囲は、表の A 欄の範囲になります。 

レンズの距離リングを CO よりお距離側にたットすると、 
セットした距離より近距離側をオートフォーカスでピン 
卜含わせします。 

レンズの距離リングを最短撮影距謎にセットするとオー 
トフォーカス撮影距離範囲は表の B 欄の範囲にな0ます。 
レンズ自身の最短撮影距離よりさらに近距離の撮影びで 
さます。 
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レンス名 

フ〇 

—卜 

方な 

レンスの 
最短媛が 
距巧 

(m) 

A 

B 

レンズの距巧リ 
ングを" 00" に 
セツトしたとを 
の AF 据お距巧 
巧回帅 

レンスの拒巧リンブ 
を志括おお巧巧にた 
ットしたときの AF 
巧 K 巧留巧圓 （ m) 

て in 1 6mmF2.8 


0.3 

W 〜日 . 13 

0.3〜013 

■ 5mmF3.5 

z ~~ 

0.16 

〇〇〜 0.1 己 

日. 16 〜 0.1 己 

.— 11 8mmF4 

c 

0.3 

<»~0.13 

0.3-0 13 

气 21mmF2' 目 

'一. 

0.22 

〇〇〜〇 . 18 

0.22-0 16 

. ~25mmF2.8 


0.25 

〇〇〜 0. 17 

0.25-0.15 

— 28mmF2 

1 

0.24 

〇〇〜 0.2 

0.24〜 017 

‘ 。 . 巧 mmF2.8 


日. 2 日 

〇〇〜 0. i 日 

0.2 己〜 016 

‘ - 35mmFl.4 

ご 

0.3 

〇〇〜 0.2 己 

0.3 〜 0.2 

^ ， 35mnnF2.8 


0.4 

〇〇〜 0.23 

0.4-- 0.2 

' こ C-D35mmF2.8 

0 

0.3 

W 〜〇ぶ 6 

0.3-0.21 

—45mrnF2.8 


0.6 

W 〜日 .32 

0.6 〜 0.26 

> 口 5 日 mmFl イ 


0.45 

M 〜 0.38 

045 〜 027 

^'oOmmFl.7 


0.6 

W 〜 0.38 

0.6-03 

■ 口 85mmF1.2 

こ ‘ 

1.0 

〇〇〜 0.8 已 

1,0-06 

^85mmFl.4 


1.0 

〇〇〜 09 

1 .0-0.6 

S 日 5mmF2 8 


1.0 

W 〜 0.96 

1 .0-06 

'.っ 100mmF2 


1,0 

M 〜 1.2 

1 .0-0.65 

5]00mmF3.5 


1.0 

00 〜 1 .3 

1.0 〜灯 7 

'•—13 己 mmF2 


1.5 

W 〜 2.1 

1.5-1 0 

S135mmF2.8 


1.6 

00 〜 2. 1 

1 .6 〜1 ; 

5180mmF2.8 


1.4 

m 〜ス6 

1 .4 〜1ぶ 

Apos200mmF2 


1.8 

〇〇 ~6.0 

1.8-1 5 

T マ 200 mmF3.5 


1.8 

〇〇〜 4. 巳 

1.8-1 5 

200 mmF4 


1.5 

00 〜 4. 5 

1.5-1 4 


レンズち 

フ〇 

—卜 

方式 

レンスの 
畳垣思が 
巧巧 

( m ) 

A 

B 

レンスの巧篇 ij 
ングを"00’ に 
セツトしたとを 
の AF 沼が拒巧 
巧囲 （ m ) 

レンスの巧苗リング 
を互疫法が巧苗にセ 
ットしたとさの AF 
巧お巧苗巧回 （ m ) 

T - Apo 300 mmF 2.8 

0 

3.5 

00—1 0 

3.5-3 

. T - T 300 mmF 4 


3.5 

〇〇〜10 

a 己〜 3 

M - P 60 mmF 2.8 


0.24 

〇〇〜0.51 

0.24 〜日24 

M - P 60 mmF 2.8 C 


0.27 

CO 〜日.己 1 

0.27〜 0.2 己 

M - P 100 mmF 2.8 

0 

0.41 

00—1.3 

0.41-0 4 

V - S 28 mmF 3.3 
〜 85 mmF 4 


0.6 

2段 W 〜 0.3 

50:の〜04已 
贈00〜 0.9 

0.6-0.25 

0.6-0 3 

0.6 〜 04己 

V - S 35 mm 
〜 70 mmF 3.4 


0.7 

3己:〇〇〜〇'3 

7ひ00〜〇 .55 

日.7〜 0.25 

0.7〜 0.4 

V - S 35 mmF 3.3 
〜 135 mmF 4' 日 


1.3 

35:00〜 0.3 
70:〇〇〜打65 
13己 ; m 〜 2.0 

1 .3- 0.3 

1.3- 0.55 

1.3 〜 0.9 己 

V - S 40 

〜 80 mm 巧. 5 


1.2 

4〇:〇〇〜〇 .3 己 
旨日:00〜0.8 

1ぶ〜 0.3己 

1.2 〜 0.6 己 

V - S 70 mm 
〜 210 mmF 3.5 


1.8 

70：〇〇~0.8 
120:〇〇~1.8 
210:00〜 4.7 

1.8 〜 0 7 

1 .8 〜 11 

1.8-1 5 

V - S 80 mm 
〜200 mmF 4 


1.0 

80:〇〇~0.9 
140:00 〜 2 .己 

2日0:〇〇〜4.己 

1 0-0.7 

1 .0-0.9 

1.日〜095 

V-Sl 00 mmF 4.5 
〜300 mmF 已'目 


1.5 

1日0:〇〇〜1.已 
200:〇〇〜5日 
300;〇〇~ 10 

1.5- 0 9 

1.5- 1 3 

1.己〜 145 


巧色で巧ぞマクロモード巧の最巧# R をな 





















































1 .フロート方式のレンス 



2.ズームレンズ 
① VS 2 目〜日已の場合 



に目 mm 倒] [日日 mm 付近] 

ぺースポジシヨ ンの巧囲 1スケールな內 

③その他のスームレンズの巧ち 

3スケールソ内 


旧己 mm 側] 

2スケール过巧 



■ AF 使用で注意のいるレンズ 
1.フ□-卜方式のレンズ 

1,焦扁距就3日 mmlU 下のフロー ト方式のレンス； レンスの距離リ 
ンクを ‘ CO ‘ にセットして、 搔影拒 離は W 〜 3 m の捉囲で使用し 
てください。レンズの距離リングをお距離側にセットしたときは、 
フアインタ’一巧表示の；（ックフオーカススケールの表示がベース 
ボジシヨンの範囲でご使用<ださい。それよ〇近距謎でち撮影は 
できますが、画面周辺の画質が低下し素す。 

2 焦な距强日日 mmiU 上のフ□ー ト方式のレンス： レンズの距離リ 
ンクを—にたットして、 搔お 距離は CO 〜己 m の範囲で使用し 
てください,：レンブの距離リンクを近距離測にセットしたときは、 
フアインター内表示の J (ックフオーカススケ ー J レの点灯ができる 
だけ少ない範囲で使用してくだごい。レンズの像性能を維持する 
たゆにスケールの点丹は3つしソ巧を目安にしてください。 
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2.ズームレンズ 

1 VS 2 日〜日日の場合： レンスの距離 リンクを‘‘ にセットし 
て、 撮影 距離は CO 〜 3 m の範囲で使用してください r レンズの 
距離 U ングを近距離側にセットしたとさは、ファインタ‘一內表 
おのバックフォーカススケールの点灯び左図の霸囲で使用して 
くださし、 

2 その他のスームレンズの場合： ファインタ’一巧表示のバックフ 
ォーカススケールの点灯が3つ拉内で使巧してください。 

ズームレンズはズー S ングをしてか日、オートフォーカスに 
よるピント含わせをしてください。ピント合わせ樂、スーミ 
ングするとピントびずれます。 

• 上記の条件むかでち搔おできますび、画面周辺の像性能の低下を 
防ぐため、でさるだけル絞りで撮影することをおすすめします。 

<3. フォーカスボタン機能切り替えダイヤル 
( F ダイヤル）とフ ォー カスモードの 関係> 















F ダイヤルを切〇曽えると、各フオーカスモードでのピント含ねせは次の表のよラになります。 


フォーカス 
P モ—ド 
ダイヤル 


SAF (シングル•才ート 
フオーカス） 


CAF (コンティニユアス■才一 
トフォーカス） ぶ 動が 予測 お能巧 


MF (マニュアル•フオーカス） 


AFL 


シヤ ツ ターボタン半押しで 
AF び作動して、一度ピント 
がをラとその位覆でピントび 
固定されます。測距不能でシ 
ヤツ ターび切れないとさ 、 F 
ボタンを巧すとシヤ ッ ターを 
切ることびでさます。 


シャツターボタン半押しで力 
ラび連続的にピントを合わ 
せ続けます。 

F ボタンを押すとピントが固 
定立れます。 


レンスの距離リングを回して 
ピント合わせを巧います。 
A 円ま作動しません。 


AF 


F ボタンで AF が作動します。 
(シャッターボタンでは A 円ま 
作動しません。）一度ピント 
び合うとその位置でピントが 
固定されます。 F ボタンを離 
すと巧動ボディびその位置で 
停止します。フォーカス□ッ 
クをを用される場合、また連 
続的に フオー カス□ックした 
い場をに使用します。 


F ボタンを巧すと、力;<ラび 
連続的にピントををわせ続け 
ます。（シャッターボタンで 
は AF は作動しません。）ドボ 
タンを離すと可動ボディがそ 
の位 おで巧 止します。フォー 
カス□ックをを用される 場 
合、また連続的にフオーカス 
□ックしたい場をに使用しま 
す。 


レンスの距離リングを回して 
ピント合わせを巧います 。 F 
ボタンを巧し続けると 、 AF 
び作動して一度ピントが合う 
とその位置でピントび固定し 
ます。 F ボタンを離すと 、 AF 
び解除され可動ボディび基準 
位置に戻ります。マニュアル 
フオーカスび主体でときどき 
A F を使用するときに、この 
モードを使用します。 


MACRO (マクロ) 


マク□はマニュアルフォ 
ーカスとなります。 
レンズの 距離 リングを回 
してピント合わせを巧い 
ます。 AF は作動しませ 
ん。 


•動体予測について 

このカメラは、被写体びほぼ同じ速度で近づいてくる場合、または遠ざかっていく場合にシトッターが切れる直前に正しいピントび得ら 
n るように、可動ボディの位置を制御してビント合わせを行ラ機能を持っていまず。 
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ドライブ亡ード切り琶えダイヤル 


〈4.ドライブモード （ S 、 CL / CH ) とフォーカスモ 
—ド （ SAF 、 CAF ) の関係〉 

备ドライブモード時の AF によるピント含わせは;欠のよラ 
になりまず。 
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フオーカスモード " SAF " フオーカスモード " CAF ’ 


S 

リコマ ㈱ 


AF 操作 (シャツ ターボタ 
ン半神し、または F ボタ 
ンを押す）でピントを合 
ねせフォーカス□ツクず 
る。 ] コマ 撮影 


AF 操作中 (シャツターボ 
タン半巧し、または F ボ 
タンを押ず)、連続ピント 
含ねせをしまず。1コマ 

撮影 

• ケーブルスイッチしを 


使って 播影 すると、ピ 
ントび合わない 場 台び 
あります。 


AF 操作(シャッター半押 
し、または F ボタンを巧 
す）でピントを含わせ、 
フ オー カス □ック しま 
す。連続婚お時は最初の 
CL/CH 写兵でピントを固定して 
(恐尉！巧） の連続撮影になります。 


AF 操作中 (シャッ ター半 
押し、または F ボタンを 
巧す)連続ピント合わせを 
します。連続撮影時は] 
コマごとにピントををね 
せ続けての連続撮影にな 
0ます。 

• ケーブルスイッチ L を使 
つて撮おすると、を初 
の写哀はシャッターチ 
ャンスを远先し、なの 
写宾より1コマごとに 
ピントを合わせ続けて 
の運続お影になります。 















〈己.その他〉 


af 使用時のごま意 

• 開放 F 値び己.6より暗いレンズ使用時、またはムター 
や接写アクセヴ I 」一を使用して、実絞りび己.6より暗 
くなるとさは AF を使用してのピント含わせはでをませ 
ん。このよラなときは、マニュアルフオーカスでピン 
卜合わせを行ってくだごい。 

♦ミ□ター己00 mmF 4 .己、ミ□ター] 000 mmF 己.6、 
N - ミ□ターで、 AF を使用してのピント合、わせはできま 

せん。 


AF 補助光について 

‘ i : 写体が暗いときやコントラストびおくピントが含わせ 
:二くい場合は、自動的に AF 補助光を被写体に照射して 
AF の精度を高める機構になっていまず。 

AF 補助光の有効距離は約己 m でず。 


AF の苦手な被写体 

オートフオーカス機能を使っても、次のよラな被写イ本は 
ピント合わせび難しいので、ファインダー巧に測距不能 
マーク‘‘►◄“び点減ずるとさか‘ありまず。このよラな 
ときは、フオーカス□ックを利用して、等距離にある別 
の被写体に一度ピントを合わせてか5撮影を斤ラか、マ 
こュアルフオーカスにして、手動でピント合わせを行っ 
てくだごい。 

1非常に明るいかまたは非常に暗い被写体。 

2被写体のコントラストび極度に{をいとき。 

3 水平スプリット部やその周辺に太陽光など強い光源が 
あるとを。 

4水平スフ I 」ット部内に極度に距離の違ラ2つ(上の被 
写体び巧存ずるとき。 

5 横線のみの被写化、または縦線の繰り返しバターンび 
続く被写イ本。 

6 N 日フイルターや偏光フイルターなどにより、被写イ本か 
5の光墨び極端に少なくなった場合。 
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撮慕目的に応じた才ートフオーカス設を 



〈1 . 一般的なオートフオーカス撮影〉 

ご使用のレンズによりオートフオーカス撮影がで支る 
範囲び変わります。 P3 己の表をご廣になりご使用くだ 
さい。 


1 レンズの距離リングを回し、距離目盛を‘’〇〇"にセ 
ットします。 
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F ダイヤルを "AFL" にセットします。 

































3 フオーカスモードを選びます。 


• SAF " のとさ 

•カメラのフォーカスモード切り替えレバーを "SAF 
に iz ットします。 





2 .ピントを合わせたい被写体に水平スプリツト部を向け、 
シャツターボタンを半巧ししまず。 

ピント合わせび行われ、ピントびをラとファインダー 
内合焦マーク’’ ♦" び点口し、奪テ音び"ピピツ"と 
鳴りピントび固定（フオーカス□ツク）します。 

3 そのままシャッターボタンを巧し込んで撮影してくだ 
さい。 
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,• • I. - I I ■ r •• 

..‘ む]合焦 をビン：距離リングを近距離 

I 一'..、' 側に回してください。 



回測距不能 Salt 量前ピン；距離リンクを遠距離 

價りに回してください。 



• バックフオーカススケールとフオーカス表示が図す、 
4のように点丹しでいるときは、 A 鬥最影範囲外です。 
3 のときは’‘ ►" ち向（近距離側）に圧のときは’‘ィ" 
ち向（遠距離側）に距離リングを回してください。ビ 
ントがをラと合焦マークび点丹し、シャッターを切る 
ことがで走ます。 

• ィ"（測距不能マーク）が点滅するときは AF でピ 
ント含わせができず、シャッターを切ることがで走ま 
せん。そのときはフ オー カスロック （P4 己）を利用す 
るかフ オーカ スモードを "MF" にして手動でピント含 
わせをして <ださい。 
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回 



• 被写体び水平スプリット部からはずれるときは、フォ 
ーカス□ック （P4 己）をご利用<ださい。 

• ドライブモードがでし CH’’ で連続撮影するときは、 
摇初の写真でピントが固定し、そのピント位置での連 
続撮影になります。 

•含焦マーク’’が点灯しなくてちシャッターチャン 
ス優先で撮影したいときは、 F ボタンを巧しなげ5シャ 
ッターボタンを押すと、シャッターを切ることがでを 
ます。 







• CAF " のとを 

1 フォーカスモードを "CAF" に、たットします。 

2ピントを含わせたい被写体に水平スプリット部を向け、 
シャッターボタンを半巧しします。 

シャッターボタンを半巧ししている間、連続してビン 
卜を含わせ続けます。 

シャッターボタン半巧し中に F ボタンを押すと、フォ 
ーカス□ックします。このとき、バックフォーカスス 
ケールのアンダーノ 一び点威します。 



3合焦マーク"♦-を確認し、シャツターボタンを巧し 
て撮験してくだごい。 


• 合焦マークび点灯してち谭テ音は鳴りません。 

• ドライブモードが "C し CH’’ のときは、ピントを合わ 
せ続けなが5の連続撮影になります。 

• 被写体の動さや変化により、ピントをわせび連続撮影 
に追なできない場合があります。 
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斗斗 



"CAF" の偶利な使いかた 

距離1」ングを‘’ w " に合わせで AF 測距する場含、望遠レ 
ンズでは A 鬥最影範囲び狹くなります。このような場含む 
下のようにすると AF 撮影範囲を移動でを、動く子供の連 
続写真や スポーツ 写舅のと き 便利です。 

1 カメラのフオーカスモードを " CAF " にセットしま 
す。 

2 ファインダー内水平スフリット部を被写体に向け、 
シトッターボタンを半押しします。 



Ml 


3 レンズの距離 U ングを回し、バックつ ォーカ ススケ 
ールびアンターパーの中央にくるよラにあ5かじめ 
ピントを合わせます。その後、被写体び前後に動いてを 
AF でピントを合わせ続けます。 

4シトッターボタンを押して撮影します。 

•被写体の距離びレンズの距離1」ングでセットした距離 
より遠いときは、オートフォーカス節囲がになります。 
レンズの距識リングを遠距離側に回し、 AF 撮影範囲を 
移動すると AF 撮影がでさます。 


















フオーカス□ック0=ダイヤルが " AFL " のとき） 

才…トフオーカス （ AF ) 撮影のとき、構図によって、ピ 
ントを含わせたい被写体び水平スプ U ット部か5はずれ 
る場をには、なのよラにピントを固定（フオーカス□ッ 
ク）して撮影します。 


SAF (シングルオートフオーカス）のとき 


1 フオーカスモードを " SAF " に、 F 夕‘イヤルを 
■’ AFL " にセットします。 



2 ピントを合わせたい被写体に水平スプ U ット部を向 
け、シャッターボタンを半押しします。ピントをわ 
せが行われ、ピントび合ラとファインタ‘一巧含焦マーク 
が点打し、フォーカス□ックされます。 
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3 シャッターボタンを半神ししたまま写したい構図に 
カメラを戻し、さ日にシャッターボタンを押し込ん 
で撮影します。 
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• 半神ししている間はピントは□ックされていますので、 
カメラの向さを変えてむピントは変わ0ません。 

•フオーカス□ックは、シャッターボタンか b 指を離す 
と解除されます。 



賊ミ巧な:; 


CAF (コンティニユア ス•才ートフ オー カス）のとを 

1 フオーカスちードを " CAF " に、 F ダイヤルを 
‘‘ AFL ’’ にセットします。 

2 ピントを合わせたい被写体に水平スプリット部を向 
け、シャッターボタンを半押しすると半巧ししてし^ 
る間、連続してピントを合わせ続けます。ファインター 
むち焦マーク"♦’‘の点灯を確認して、 F ボタンを押すと 
が:，したところでピントが固定します。 

• フオーカス□ツク時はファインダー内バックフオーカ 
ススケールのアンダーバーが点滅します。 





3 F ボタンを巧したまま写したい構図に力；<ラを戻し、 
さらにシャツターボタンを巧し込んで撮影します。 


• F ボタンを巧している間はピントは□ックされています 
ので、力；<ラの向きを変えてちピントは変わりません。 
•フォーカス□ックは、 F ボタンから指を離すと解除され 
ます。 
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〈2.才ートフオーカスとシャッターを別々のボタン 
で行いたいとを〉 

1 F タイヤルを "AF" にセットします。 

バックフォーカススケール表示のアンタ‘ーバーび点 
滅します。 

2 フオー カスモードをセットし、次のようにして撮影 
します:， 

フオーカスモードが " SAF " のとを 

風崇や旨争物を、ケープルスイッチ L を使ってじっくりと撮 
影するときなどにこの亡ードにします。 

ファインター巧水平スブリツト部を被写体に向け F ボタン 
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を巧すと、カメラび自動のにピント含わせを行い、ピン 
卜び合うとフォーカス□ックされます。ピントが合った 
bF ボタンから指を離してください。巧動ボディびその位 
置で停止します。次に写したい構図に戻しケーブルスイ 
ッチ L のボタンを巧して撮影します。 

フォーカスモードが " CAF " のとさ 

動きのある被写体を撮影するとき、ピント合わせを F ボタ 
ンで、シャッター動作をシャッターボタンでそれぞれ確 
実に巧いたいとをにこのモードにします。 

• F ボタンを巧している間ピントを含わせ続けます。指を 
離すと可動ボディびその位置で停止します。 






















<3 .マニュアルフオーカス主体の撮影時、ワンシヨ 
ット AF として使いたいとさ> 

1 F タイヤルを’ ‘AF’’ にセットします。 

2 フ オー カスちード 切り曾え レバーを "MF に セットし 
ます。 

巧動ボディが基準位置にセツトされます。 

3 レンズの距離 U ングを回しでピントを含わせてシャツ 
ターを 切0まず， 



/I マニュアルフオーカス撮彩中に"ワンショット AF’’ を 
4使用するときは距雜 I 」ングを’‘ W ’’ にセットし、 F ボ 
タンを巧すと、巧している間 "SAF" (シングルオートフす 
ーカス）でピント含わせを巧います。 

广 F ボタンを巧したままシでッターを切ります。 

• F ボタンから指を離すと可動ボディび元の基準位置へ戻 
0ピントがずれますので、ごを意ください。セルフタイ 
マー使用時は、セルつタイマー撮影終了後に可動ボディ 
び基準位置に戻ります。 

• マニュアルつすーカスで撮影中に距離リングの位置をそ 
のままにして F ボタンで AF すると、距離リングの位置よ 
り近距離での AF 撮影になります。 
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マニユアルフオーカスにぶるピントさね 



フォーカスモードのり曾えレバーを “ MF " にセットしま 
す。巧動ボディが基準位置にセットごれます。 

ピント含わせは、手動でレンズの距鄙リングを回して行い 


ます。 


このカメラはフォーカシングスクリーン FW -1 (水平スフ 
リットマイク□プリズム式）び標準装備されています。 
ピント合わせは、ファインダー中巧の水平スフリット部、 
マイク□プ U ズム部、または周进のマツト面で行います。 


ぷフオーカシングスクリーンは交換することびでさます。 
詳しくは P 9 己をご黄ください。 
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〈水平スプリット部の場合〉 

ファインダーをのぞさなび5距離リングを回して、中夹に 
ある上下に分割された绿が一致するようにします。ピント 
が合っていないとさは、スフリット部の像がズレます。 

〈マイクロプリズム部、またはマット面の場合〉 

距離リングを巧して、マイク□プリズム部か周辺のマッ 
卜面の像がはっさりなえるようにします。ピントび合っ 
ていないときは、マイク□プリズム部ではギヴギヴに、 
マット面ではボケます。 

• 脂いレンズを使用したときや、高倍率での接写時には、 
ピントが合わせにくくなることがあります。このとさ 
は周囲のマット面でピントををねはてくだごい。 


ク〇モー ドでのピントちわせ 



このモードにすると、]日 mm の接写 U ングを取り付けた 
ものとおなじ慟さになります。取り付けたレンズの最短撮 
累ご拒離よりを、ご b に近づいて撮影することびでさます。 

ヒント合わせは手動で行うマニュアルフオーカスになりま 


ず。 

ズームレンズの場含はズームしてからピント合わせを行つ 
てください。 


1 フ オー カスモード切り暨えレバーを " MACRO " にセ 
ットすると、可動ボディび最大移動位置（基準位置よ 
r 10 mm 移動）にセットごれ、ファインタ’一内のバック 
^オーカススケールび図のよラに表示されます。 



•マク□モード時の最短撮影距離は P . 3己をご莫くださ 
い。 

• 画面周辺の像性能の低下を防ぐため、でさるだけル絞 
りで撮影してください。 

• マク□レンズではレンズの緩0出し奎び夢いにめ、マ 
ク□モードに設定してもご5に近づいで撮影すること 
はでさません。 
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握^と応用テクニック 




讓がモードの截只 

痛影目的や用達に応じて、次の露出モードび選べます。 


Av -絞り優先才ート 

あ b かじめ絞りをセットすることにより、被写体の明る 
ごに応じてシトッタースピードを自動的にコント□-ル 
し、適正露出を得ます。被写巧深度を利用しての撮影に 
適しています。 

Tv :シャッター優先才ート （ MM レンズ装着時のみ) 

あらかじめシトッタースピードをセットすると、被写体 
の明るさに応じて絞りび自動的に選定され、適正な露出 
の写真が撮れるよ5になっています。動さのあるスポー 
ソなどの撮影に適しています。 

P :プ□グラムオート （ MM レンズ装着時のみ） 

あ5かじめプ□グラムされている絞りとシトッタースピ 
— ドの組み含わせの中か5、被写体の明るさに適した組 
み合わせをカメラび自動的に選びます。 

運出を気にする必要がないので作画に専念したり、シャ 
ソターチヤンスに専念できます。 


M :マニュアル露出 

絞〇とシトッタースピードを撮影意図や目的に合わせて 
任意にセットし、撮影するち法です。また意図的に露出 
オーバーやアンダーにすることを簡単にでさます。 

X :スト□ボ撮影 

当社専用スト□ボ連動接点のない、X接点のみの巩用ス 
卜□ボを使用するときに、この位置にします。 

詳しくは、 「TLA スト□ボ攻がのX接点を利用した他のス 
卜□ボによる撮影」 （P7 己）をご瓷ください。 

己：バルブ 

長時間露光を必要とする夜間撮影や天体撮影を行ラとさ 
に使用します。 


• AE レンズ装着のときは、 "Tv"、"P" で撮影すること 
はできません。 "Tv"、 "ドにセットされていてを、実 
際の撮影は -Av" で巧われます。 

♦レンズ未装着のときは、 "Tv、"P" にセットされてい 
てち自動的に "Av になります。 
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1 露出モード切り替えレバーを " Av " にたットします。 
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レンズの絞り U ングを回して絞りをセットすると、撼り 
に応じた適正シャッタースピードび自動セットされ、フ 
ァインタ‘一巧に、セットした絞りと自動セットされたシ 
ャッタースピードび点口します。 

シャッタースピードタ’イヤルはどの位置にたットしてい 
てらかまいません。 


















シかツター] 



1 レンズの絞りを緑色の最ル撼りにし、强出モード切 
り曾えレバーを "Tv" にセットします。 

MM タイプのレンズでは、プ□グラムオート、または 
シャッター經先才ート撮影時のセット位霞として、絞 
りリングの最ル絞りび緑色で表おごれています。 


巧着時のみ) 



シャッタースピードをセットし撮影します。 

シャツタースピードタ’イヤルを回してシャツタースピー 
ドをセットすると、シャッタースピードに応じた適正絞 
りび自動セットごれ、ファインタ'一巧に、セットしにシ 
ャッタースピードと自動セツトされた適正飯りび点灯表 
示します。 


己己 
























絞り値 


設定絞り値 


開放絞り値 


〈シャッター拓巧オート ( Tv ) におけるシフトおよび哲告> 




シャッタースピード：点 

シャッタースピード：点灯（セット値） 

絞り値：点滅 

絞り値：点な 

"▼—点滅 シゎッタースピード：点な（シフト値） 



絞り値：点‘な 1 



点滅 


32S 


ンかツター 

ス ピード 


セットしたシャッタースピード ] /日日日日 S 

' :セットしたシャッタースピードによる制御範囲巧 


I :シャッタースピードシフトによる制御範囲内 
] ；制御範囲が（酱告領域） 


"Tv" モードの場を、セットしたシャッタースピード 
では、適正絞り値び絞り範囲がになるとき、適正露出 
を得るため自勤的に違うシャッタースピードにシフト 
され、常に適正露出になるよラに謂藝されます。この 
ときシャッタースピード表示はシフトした値になりま 
す。自動シフトしたシャッタースピードは、32秒〜 
1/6 日日日 秒まで連動（制御）します。 


•セットしたシャッタースピードよりも適正シャッター 
スピードが早い場をには絞り表示が点滅します。この 
とさは、絞りび展ル絞りになっているか確認してくだ 
さい。 

•MM レンズを最小絞りとは異なる絞りにセットしたと 
きは、セットした絞りと開放の間で絞りび自動セット 
されます。 



















^ ログラムオ ー h 攝彰 [ P ] (MM レンズ装 



1 レンズ絞りを緑色の最ル絞りにし、露出 f ー ド切り 
替えレバーを‘‘ P ’’ にセットします。 


r > 撮影します。 


哨るさによりブ□グラムされた絞りとシャツタースビー 
ドの組みをわせび自動的にセツトされ、ファインダー巧 
二、自動セツトされに絞りとシャッタースピードが点灯 
表示されます。 


プ□グラムオート制御図 

( F 1.4 レンズ使用、に曰10日 FI 日にセット） 

EV 值 



〈プ□グラムオート制御図> 

プ□グラムオートでの絞りと シャツ タースビードの組み 
合わせは図のようになります。 


• レンズの絞りが最ル絞りにセツトされていないときは、 
制御範囲げせまくなります。 
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オーバーお苦 



アンダー答告 


才ート露出撮影 （ Av 、 Tv 、 P ) 時のごま意 

〈オート露出撮影時の露出オーパー/アンダー擎告〉 
露出オーバー 酱告 

露出マーク’’び点滅するときは、露出オーバーにな 
ります。被写体び明るすぎますので、絞りを調整し直し 
て、‘’び消えるようにしてください。また、別売りの 
ND フィルター（光量制限用）で光を調整することびでき 
ます。 
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露出アンダー巧告 

露出マーク‘’び点滅するとさは、露出アンタ‘一にな 
ります。被写体び暗ずぎますので、照明を加えて被写体 
を明るくしたり、絞りを変えたりして‘’ ▼" び消えるよ 
ラにしてください。また、専用のスト□ボを使ラと明る 
<されいな写真び撮れます。 

• 露出オーバーアンタ’一鉴告時でわ、シャッターボタ 
ンを押せば撮影できます。 

〈アクセサリー使用上のご注意〉 

開放 F 値び己.目よ0暗いレンズ、または自動絞0の連動 
しないアクセヴ1」一(オートべ□—ズ PC 、 マイク□スコ 
ープアダフター、接写リング7.己 mm 、 リバースリングな 
ど）を使用する場合は巧のことに注意してください。 

1ファインタ’ 一 P 勺の絞0表示は "1.4" に固定されます 
び測光機能は正常に作動します。 

2 ‘ Tv ’’、" P " での撮影はできません。 " Av " または 

" M " にして撮影してください。 




1 露出ちード切り曾えレバーを’’ M ’’ にセットします。 


で》シャッタースピードと絞りをセットし、撮影します。 

シャッタースビードタ‘イヤルを回してシャッタース 
ピードをセットし、絞0はレンズの髓 OU ングでセ 
ットします。 



ファインダー巧には、セットしたシャッタースピードと 
絞りび点'灯表示され、露出マークが点口します。 

:才ーパー 
▼ 、適正 

:アン ター 

シ ャッ タータ'イヤル または レン ズの絞り IJ ングを動かし、 
表示にしてください。 
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バルブ攝彰旧] 



1露出亡ード切り曾えレバーを‘甘’にセットします。 


2 絞りを iz ットし攝影します。 

シャッターボタンを押している間シャッターび開い 
て露光されます。 

■カメラぶれを防ぐため、王脚で固定するか、安定した 
台などに置さ、別売0のケーブルスイッチ L をカメラ 
に接続して撮影してください。 

• 露光中、表示パネルのフィルムカウンターはバルブ撮 
惡の経過時間を示すタイマー表示に切り替わ0まず.:, 
表示は"〇‘〇〇"から "9 ち 9" (9 分己9砂）までカウン 
卜され政幾その繰り返しになります,. 

•露光中は、ファインダー巧表示がすべて消えまず。 
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:のカメラには中央重点平均測光とスポット測光の2通 
J の測光方式びあり、測光切り曾えレバーでセットしま 
す。撮影条件や撮影意図により使い分けると、より精度 
.で高い効果的な写真撮影び行えます。 



測光感度分布図 


〈中央重点平均測光〉 （[] マーク） 

主にファインダー画面中央部の被写化の明るさを重点的 
に、かつ周辺部の明るさを加日まして測光を行い、露出値 
を決定する方式です。光の変化が激しいところでもよく 
対応しますので、一般の撮影はちちろん、動きの激しい 
をのでち客易に露出を巧めることびでさます。 
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測光感度分布図 


〈スポット測光> ([•] マーク） 

ファインター画面中央のほぼマイク□ブI」ズム部分にあ 
たる被写体の明るさのみを測光して露出を決める方式で、 
ファインダー巧中央が側の円巧び測光の範囲です。 
たとえば、逆光の人物や特定の部分にライティングを活 

かした舞台撮影など、 被写体と背景の明るさが極端に違 
う 場合、また画面効果を考えて、 特に被写体の一部がだ 
けを測光して撮影したい 場合などは、このスボット測光 

を利用するとをれいな写真び撮れます。 


♦このカメラは測光系の特性により、開放 F 値が己.日よ 
0暗いレンズ使用時、またはムターや接写アクセヴ IJ 
一 （才ートベローズ PC 、 マイクロ スコー プアタ’プター， 
オート接写リング、 IJ パースリング等）を使用して実 
絞0値び己.日より暗くなるとさは、スポット測光を巧 
うと測光誤差を生じることびあります。このような条 
件で使用するとをは中央重点平均測光にして撮影して 
<ださい。 





〈測光連動範囲〉 

表は、絞り、シャッタースピード、 EV 値の相互関係を示すちの 
で、使用レンズの測光連動範固を表しています。 

たとえば中央重点平 i 勻測光時に ISO 1日日のフィルムで F1.4 レン 
ズを使用した場含、絞り表のに 0] 日日の項の‘‘1.4’’ と "1 目’’ 
(プラナー T * 日日 mm の最ル絞り値は F1 6です）から斜めに延 
長した線上で垂直線 （EV 線）と水平線（シャッタースピード線） 
び交わる点び示す両端の範囲、すなわち EV " 日’‘か 5EV "21" 
、が F1.4 レンズの使用時の測光連動範囲です。 

スポット測光時は測光連動節囲び EV3 〜21になりま 


一露光効果を与える絞りとシャツタースピー 
W ドの組み合わせを示すちのです。 

: 'IW たとえば、表により EV13 では、 n 目、 
::;;1/3日秒でをド8、1/12己抄でも同 
じ露光効果が得5れるこ 
とがわか0ます。 


: i 範囲のに色で表示してあるシがッタースピードの32秒から1/目日日〇视ま、 
オート 巧出撮が 時にカメラび 正常に測 光を巧ラ频囲を示します。 

1範囲内に色でちしてある部分はに日 1 日日フイル厶で F1. 4 レンズ使用時の測 
を 連動 範囲を示します。 
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撮影のとさ、主要被写体とその背景に極端な明暗差びあ 
るために、そのままではを要被写体に適正露出び得られ 
ない場合、あるいは意國的に經出才ーバー、アンダーの 
写真を撮りたいときには、：欠の3通りの露出補正方法が 
あ0ます。 

〈1.露出補正ダイヤルの利用〉 

露出モードび "Av"、"Tv"、"P"、"M" いずれの場合も 
通常は露出補正夕'イヤルを'‘日"にたットしておさます 
び、露出を補正するときは、露出補正夕‘イヤルを回して 
希望する補正値を露出補正指標にをわせてください。 

補正値は + 2EV 〜 -2EV までの範囲巧で] /3EV ごとにた 
ットすることびできます。露出補正夕'イヤルを"日’’じ乂 
がに合わせると、ファインタ‘一内に、補正に含わせて 
"補正値"び点滅し補正中であることを表示します。 

語出モード 画出補正ずる内容 

絞り優先才ート (Av) シャツタースピード 


シャッター經先オート （Tv) 絞り 
プ□グラムオート （P) 絞りとシャッタースピード 

"M" 時は、盛出マークび補正値に応じて点灯しますので、 
シャッ タースビードダイヤルまたは絞りリングを動かし、 
露出マークがになるよラにして撮影してくださし、 


におしてく 















逆光撮影などのとさは…… 

"+1/3"〜"+2"の辭固で補正しまず。 
(ファインダー内表示は"+日.3〜+吕.日"になりまず） 

や巧重点平均測光の場合、逆光や明るい空、海をバックに 
した人物、または窓辺の入物などのよラに明るい背衰が撮 
影画面に占める割含げ大さ 
い場合、人物は露出アンダ 
一にな り、シル エツ トのよ 
うに暗くなります。このよ 
つなときは、露出を+1/3 
〜+ 2の節囲で補正して、 

運出をを < 与えます。 


暗い背景などのときは…… 

"-1/3"〜"-2"の節囲で補正しまず。 
(ファインダー内表示は"一日.3〜一吕.日"になりまず) 

スポットライトに照らし出された入物などのよラに、脂 
い背累び撮影画面に占める割含が大さい場含、中央重点 
平均測光で撮影すると人物 
は露出オーバーにな0白つ 
ぼくなります。このよラな 
ときは、露出を 一]/ 3 
〜一2の韶囲で補正して、 

露出をかなくして攝影しま 
す。 
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〈2. AE □ックの利用 > 

オート露出攝影時に、被写体の露出（絞りとシャッター 
スピードの組み合わせ）を記憶する機構です。逆光時で 
の撮影や動く被写体を一定の露出で連続撮影するときな 
ど、露出を固定したいときに使います。 

インスイッチを " AEL " にセットすると、セット時点 
の露出げカメラに記憶され、そのままシャッターボタン 
を押すと背景の変化に関係なく記憶された露出でシャッ 
ターび切れます。 

意図する構図のうち、まずを要被写体にファインダ 
…の中央部分を向け、インスイッチを " ON " 一 


" AEL " に切り曾えます。これで露出び固定 （ AE □ック） 
されます。 

特に狭い韶囲に露出を合わせたいときは、測光切り替え 
レノ（一をスボット測光にして AE □ックしてください。 

• AE □ック中は、ファインタ’一内の測光マークが点滅に 
変わります。 

• AE □ックのセットは、ファインタ‘一内表示び点なして 
いるとさに巧ってください。 

2 ファインダーを元の意図した梧図に戻して撮影しま 
す。 
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• AE □ック中は、露出が記憶され続け、 1 巧度でち同じ露 
出値で撮影でさます。表示は省霉のため]日砂経過後に 
消灯します。 

•連続撮影（ドライブモードでし CH") するとさち、 
あらかじめ被写体の明るさを AE □ックしておけば背景 
の変化による影湾を受けずに同じ露出の写真が得6れ 
ます。 

•このカメラは、シャッタースピードと絞りの組み含わ 
せで得 b れる露出を記憶する、像面光量記憶ち式を採 
用しています。例えば、 ’’Av" のとをは、 AE □ック 
後に絞りを変えるとシャッタースピードを追従して変 
化し、全巧の露出奎を一定に保ちます。 

• AE □ック中に露出補正ダイヤルを変更すると、露出は 
次のよラに変化します。 


巧出モード 

絞りお先オート （ Av ) 
シャッターお先オート （ Tv ) 
フ□グラムオート （ P ) 


S 出補正ずる內容 

シャツタースピード 
絞り 

絞りとシャッタースピード 



- A ‘ B’C レバー 


〈3. A ， B ， C 撮影 （3 コマ連続自動露出補正)〉 

このモードにセットすると、自動的にスタンダード、才 
ーパー、アンタ'一、と3段階の露出バ U エーシヨンで連 
続撮影げでをます。 

非常に微妙な露出条件のをとででを、露出;夫定に気を取 
られることなくシャッターを押し続け、チャンスを確実 
にをのにすることがでさます。 

※八•己’ C : Automatic Bracketing Control 
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1 A ， 目 - C レバーを動かし、補正幅をわツトすると、 
A •巨 . C 撮影に切り曾わります。 

補正幅は±0.已 EV 、 ± ] EV の2種類び設定できます。 

A •目’ C 撮影は、 シャツ タースピードまたは絞りをコン 
卜□ールして自動露出補正を巧います。 

巧出モード コント□ール巧容 

絞り适先才ート (Av) シャツタースピード 

シャッター涅先才ート （Tv) 絞り（絞りの制御範回を越える 
場合はシャッタースピードを目 
動的にコント□-ルします。） 


フ□グラムオート CP ) 


シャッタースピード 


マニュアル ( M ) シャッタースピード 

♦露出補正ダイヤルを‘’日" L ソがにセットすると、その 
補正値を基準にした A ■ B • C 撮穀になります。 

• 撮影するごとに測光しなおし、その時の測光値に巧し 
て補正を行います。周囲の明るさの変化による影嚮を 
受けずに A . 目. C 撮影びしたいときは、あ5かじめ A 
E □ックをしてか5攝影することをおすすめします。 

♦ A ’巨 • C 撮影び終了した5、必ず A •目‘ C レバーを 
"日’’に戾してください。 

♦ストロボを併用する A •日- C 撮影はできません。 


68 


2 ドライブモードを連続撮影"じし CH " にして、シ 
ャッターボタンを巧し続けると、セットした補正幅 
に従って、スタンダード、オーバー、アンタ‘一、の順で 
撮影し、3コマ撮影し終わると止まります。 

ドライプモードを’‘ S ’’ にすると1コマごとの A •巨 ’C 
撮影になります。 

ドライブモードを "&21’ または ’‘の 10" にすると、2 
秒または1日秒後連続撮累ミによる A •巨. C 撮影になりま 
す。 

A •目 • C 撮影中は撮影順序を示すため、フィルムカウン 
夕一び次のように変化します。 

スタンダード：両方の巧び点滅 
才ーバー :左側の衍のみび点滅 

アンター ：ち側の巧のみび点滅 




スタンダード オーバー アンダー 


训えば18コマ目か b A ，巳’ C 撮影を巧った場含は次のようになります。 


補正 

1コマ目 
スタンダード 

2コマ目 

才ーノ、一 

3コマ目 

アンダー 

(材後繰り返し) 
スタンダード 

カウンター： 

18 

IS 

/ 、. 

ご•つ 

C U 

ぶ! 

表示 

ちち点滅 

を側点滅 

ち側点滅 

ちち点滅 


• 補正幅びカメラの補正限界を越えるとさは、限界補正値で撮影されます。 

•途中で中止するときは、 A ’ 巳 ‘ C レバーを’‘日’’にしてください。 

• A-B C 作動中に;インスイッチを " OFF " にして再度 " ON " にすると、 A •巳 - C 撮影はまた1回目より順に3コマ 
分巧われます。 



ス トごボ爆影 


室内や夜間の撮影で、シャッタースピードが1/3日秒!; TF 
になるときは、スト□ボの使用をおすすめします。 

このカメラとコンタックス TLA フラッシュシステムを組み 
合わせるとカメラ側でスト□ボ光を自動制御する "TTL 
ダイレクト測光"による撮影が行えます。 

また TLA3 目日スト□ボをご使用のときは、さ5にスト □ 
ボオートセットやスト□ボ光窒補正等の機能を搭載して 
いますので必ず本取扱説明書 「CONTAX TLA3 目日スト 
□ボ」の項 （P 曰日）を併せてご鹽くだごい。 

また、X接点のみの況用スト□ボをご使用する場をには、 
露出モード切り替えレバーを’‘X’’にセットしてご利用い 
ただけます。 

〈 TTL ダイレクト測光による撮影> 

1 カメラにストロボを取り付け、スト□ボの電源を入れ 
ます。 

。スト□ボを ’TTL オートモード‘’にセットします,: 

充電が完了するとファインダー巧に‘’V’マークが点丹し 
カメラの露出モードによりなのようにシャッタ…スピード 
び自動セツトされます。 
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■ Av (絞り優先才ート）のとき 


自然光の測光値 

自面セット 
シャツタースピード 

馈示） 

3呂巧〜1/60 秒 

1/6日秒 

‘60’ が点灯 

1 /60 秒〜 1/200 秒 

1/日0 秒〜 1/2日日 秒 

‘6日"び点灯〜 
"200 ‘ び点灯 

1/200秒〜1/目日00秒 

] /呂〇〇秒 

で〇〇‘ び点灯 

■ Tv (シャツター擾巧才ート）のとさ 


シャッターダイヤル 
のセット 

自曲セット 
シャッタースピード 

馈示） 

4串ぶ〜1/12己 秒 

4秒〜]/12曰秒（シャッタータイヤル 
のセット値のまま； 

1/2己0 秒〜 174000秒 

1/200秒 

"200"び点な 

■ P (プ□グラムオート）のとさ 


自然光の測光帽 

自苗)セット 
シャッタースピード 

馈ち） 

32 秒〜 1/60 秒 

1 /60秒 

’日 CT び点な 

1/60 砂〜 1/200秒 

1/6日秒〜1/200秒 

’6日"び 点'灯〜 
‘‘200’ び 点 巧 

1/2日0秒〜'!/6000抄 

1 /200 秒 

で0日’び 点 打 


■ M (マニュアル）、 X (スト□ボ）、 B (バルプ）のとを 

参‘‘ M— のときはシャッタースピードび自動セットされ 
ません。必ず1/12己秒政下にセットしてください。 
•セットしたシャッタースピードびファインタ'一内に点 
巧表示されます。 

参’‘X’’のときはシャッタースピードが1/2日日秒にセッ 
卜され、ファインタ'一巧に “2日日'’び点口表示されま 
す。 

♦ "B" のとさは"バルブ撮影’’になり、ファインダー 
巧に "buLtr が表示されます。 

〇絞りをセットして撮影します。 

盈出モード 絞り 

Av 、 Tv 、 M 、 絞りをセットしてください。 

X 、巨 セットした絞りで 播 影されます。 

最小絞り（緑色）にセットしてくださし、。 

P 自動 セットされます。 CF 4: IS 0100) 

明るいときは自動的に絞り込みます。 

• "Tv" モードのとき絞りは自動セットされません。ス 
トロボ撮影時は必ず絞0をセツトしてください。 



撮影後調光が行われたとさはファインダー内 ’‘マー 

クび2秒間点滅します。 

•撮影後’‘ V’マークが点就しないときは經出アンタ‘一 
になりますので、絞りや撮影距離を変えて撮影しなお 
して < ださし Y:, 

•近接撮影時、’‘V’び撮影後点滅してち露出オーバーに 
なることがあります。スト n ボの取巧説明書記載の區 
敌範囲で撮影しでください。 

• A - 巨- C レバーは必ず‘’日’’にしてください。 

• ドライプモードが " CL、CH" (連続撮影モード）の場 
合は、スト□ボの性能をご確認の上ご使用ください。 

• フイルム感度は IS 日2己〜80日に連動します。（露出補 
正は含みません。） 
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〈ス□ーシンク□撮影〉 

スト□ポ撮影で夕最や夜景などの情景を生かした撮影を 
巧うには1/30秒しソ下のス□ーシンク□撮影び有効です。 
TLA スト n ボの TT L オートモードを利用すると簡単 
な操作でス□ーシンク□撮影が行えます。 


■露出モードが " Av "、" Tv "、" P " のとき 

構図をミ夫め、メインスイッチを ‘‘ AEL ’’ にたットします。 
シャッタースピードが、自然光の測光値に□ックされま 
すのでスト □ ボの充電完了を確認して撮影してくだごい。 
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■函出モードが" M " のとき 

シャッタースピードを]/30秒しソ下にたットします。 
絞りを動かして自然光の測光値に露出を含わせ "令’’打 
点けするよラにし、スト□ボの巧涅完了を確詔して撮影 
してくださし、 

• ス□ーシンク□撮影ではシャッタースピードが遅くな 
りますので、カメラぶれ防止のために云脚をご使用く 
ださい。 











<デイライトシンク□撮影> 

量外の攝影時に、たとえば強い曰差しの下や逆光下でそ 
巧まま人物を撮影すると、人物は暗くな0げちです。こ 
のよラなときは、 TLA スト□ボを便って TTL 才ートモー 
ドで撮影すると人物ち背景ちきれいに描写することびで 
さます。 

■露出モードが " Av "、" Tv " のとき 

スト□ボ巧電完了を、が点滅した場含は、絞りを絞 
り込んで’’ ▲’ を消して撮影してください。 

■露出モードが" P " のと走 

明るいところでは、自動的に露出び調整されてデイライ 
トシンク□撮影になります。 






■麗出モードが " M "、 " X "のとき 

絞りを調整し、ファインタ‘一巧露出マークが表示 
になるよラにして撮影します。 

" M " のときは、シャッタータ‘イヤルを "12 己’’ IU 下に 
セットしてください。 

〈露出補正ダイヤルの利用〉 

TTL オート撮影では、スト□ポの発光壁はカメラの露出 
補正ダイヤルに連動します。スト□ボ光室を調整して却 
果を出したいときは、露出補正夕‘イヤルを利用してくだ 
さい。 
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〈後幕シンク□撮影〉 

後幕シンク□は動きのある被写体をス□ーシンク□攝影 
するとさに効果があ0ます。 

通常のスト□ボ撮影は、シャッターの先幕び走行を終え 
た直後にスト□ボを発光（先幕シンク □) させて撮影し 
ます。 
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このカメラと、後幕シンク□機能のある当社スト□ボと 
を細み合わせると、後幕が走行を始める直前にスト□ボ 
を発光（後幕シンク □) させることができます。スト □ 
ボ光で照らされた被写1 本の後ろに、自然光で照らされた 
被写体の動をが流れるよラに写0、自然な動さを表現で 
さます。 

•露出制御は、通常のスト□ボ撮影（先幕シンク □) と 
同様です。 







〈TLA スト□ボ切がの X 接点を利巧した他のスト □ 
ボによる撮影〉 

露出モード切り替えレバーを’‘ X "にしまず。 

1 カメラにスト□ボを取り付け、露出亡ード切り替え 
レパーを’’ X ’’にセットしまず。 

シャッタースピードは、1/2日日秒になります。 

• シャッタースピードダイヤルびどの位黃にあってち変 
わりません。 


2 絞0をセツトして撮影しまず。 

絞りは使用するスト□ボの取扱説明書に従ってミ央め 
てください。 

♦夕’イレクト接点ではない、コードを必要とずるスト □ 
ボは、カメラ側面のシンク□ターミナルに接続してく 
ださい。 


7己 









同じ画面に、違5種類の被写体、あるいは同じ被写体を 
重ねて写し込むことにより、独特の写真表現びでをます。 

1 ドライプモード切0曾えダイヤルを引を上げて、を 
重露出モード"因"にセットします。 

表示パネルが、図の表示になります。 

• この估置ではドライブモード切り曾えダイヤルは上び 
つたままになり、ダイヤル下部にオレンジ色の寒告表 
示び現れます。 
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2 " アップボタン’’、"ダウンボタン’’を巧して、多重露 
出する回数をセットします。 

ポタンを巧すごとに、日一一2一一3一一’’’ —9 まで変 
わ0、点灯表示になります。 

たとえば、"3’’ を表示させると、同じ画面に3回重ねて 
露光できます。 
























が 



3 ドライブモード切り替えダイヤルを"百" IU 外に戻 
します。 

表示バネルの表示は"多重露出回数と"百"が点臧表示 
になります。 

• ドライプモード切り曾えダイヤルが"百"の位誇では 
撮影でさません。 



4シャッターポタン封甲して1回目の盛光を行しなす。 

シャッターボタンを巧すと]回目の涩光を巧い、 、たの'霜 
光のためにシャツターだけびセツトされます。 

表示パネルの多重露出回数の表示び]回分、減ります。 












- \_l~7 — 

、百臥 

18 y を 


5 さ日にシャッターボタンを押して;欠の露光を巧いま 
す。 

4と同様にシャッターだけびわットごれ、多重露出回数 
びさらに]回分、減ります。 

嚴後の盛光を巧うとフィルムび送られて、表示パネルは 
通常の表示に戻ります。 
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•撮影の途中でメインスイッチを " OFF " にすると、なに 
" ON " にしたとさは、多重露出の続をの撮影になります 
•撮影の途中で多重露出を中止ずる場をは、上記し2な 
操作をして多重露出回数を‘’日"にしてください。ド 
ライブモード切り曾えダイヤルを"因‘’か b 他の位置 
に戻すと、フィルムが送られ多重露出び終了します。 

• 多重露出回数をわットした後、撮影を開始する前にメイ 
ンスイッチを " OFF " にするとを重露出は中止されます, 





1 ドライブモード切り替えダイヤルを"の 2" または 
"の 10" にセットしまず。 

2 ピントを含ねせ、シャッターボタンを巧し— C< ださ 
い。 

むルフタイマーび作動し2秒後または] 0秒後にシャッタ 
一び切れます。 

わ ルフタイマー作動中、表示バネルのフィルムカウンタ 
一が、シャッターび切れるまでの残り時間（秒）を示す 
表示になり、カメラ前面のセルフタイマー LED び点滅し 
ます。 


•セルフタイマー作動中は、才ートフォーカスによるピ 
ント含わせは巧いませんのでま意して<ださい。才一 
トフォーカスでセルフタイマー撮影するとをは、 ファ 
インタ'一内の合焦マークの点。を確認してか日、 
シャッターボタンを押し込んでセルフタイマーを作動 
させて < ださい。 

•セルフタイマー撮影時は、王脚をご使用<ださし、。 
•露出モードを —B’’ （バルブ）にセットしたときはセル 
フタイマーは使用でをません。 

•オート露出 r’Av’’、"Tv"、"P") 時は、接眼部か日入 
る光び測光に影響しないよラ、アイピースシャッター 
で接眼部を閉じて < ださい。 

• セルフタイマー作動中にシャッターボタンを巧すと力 
ウンターはまた霞初に戻り残り時間をカウントします。 
•なの操作をすると、セルフタイマーの作動は途中解除 
されます。 

. メインスイッチを "OFF" にしたとを。 

• ドライブモードを切り曾えたとを。 

• 掘出 f ー ドを‘‘目’’（バルブ）にしたとき。 

• 巻さ戻しスイッチを’’日がしたとを。 




















カスタム磯能 


このカメラには、次の表のよラに、8頂目の"カスタム機能’’を僖載しています。 

お買いあげ時は、標準的な臟能（内容番号"日"）にセットしてあります。（この説明書では’‘日’’状態を冨本に説明して 
おります。） 

カスタム機能を変更したい場含は「カスタム機能のセットのしかた」 (P82) をご覧ください。 

• カスタム機能を変更した場合は、カメラの操作-手順にごミ主意ください。 

〈カスタム機能一覧表〉 



巧容番号 

揉觸定 

巧更設定 


待 能番号 

0 

1 

1. 

S 出チ X ツクポタンの 巧 

經出チェック表示 

巧出モード "Av" ‘TV ‘P" のとさ、ボタンを押している間 


能 


その時の巧出げ固定されます。 

• メインスイッチによる連続 AE □ック時は、連統 AE □ック 




び罹先します。 

2. 

を重 ま 出設定方式の切り 

多重巧出回数をセットして、多重露出。 

ドライブ亡ード切り替えダイおルを " 田 " にセットするだ 


をえ 

煮図したを重猩出回数を正確に行ラこ 

けで、がミ兄に応じて必要な回数の多重 盈 出を行ラことがでさ 
ます。 



とがでさます。 


3. 

A - B，CJi 影 順巧の切0 
替え 

撮お順序げ スタンダード 

i 

攝お 順序び オーバー 

； 



才ーパー 

スタンダード 



アン ダー 

1 

アンダー 
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巧客を号 

巧能を号 

巧準設定 巧更設定 

0 1 

4. 巧0込みボタン煤作ちミ去 
の切り替え 

絞り込みボタンを巧している間絞り込絞り込みボタンを一度押すと絞り込み、わう一度押すと開放 
み になる 

5. フィルム巻を戻し時のフ 
ィルム巧り 

フイルムをパト□ーネ巧に ® フイルムの先端をパト□ーネの外に残す 

すべて巻さ込む ， 〜 

6. フィルム巧了時の巻を戻 
し 

巻き戻しレバーを澡作する 自動巻き戻し 

7. A F 捕助光の点灯 

被写体び暗いときやコントラストがほ占, m な M 
くピントび合わはにくい場合は、自動…、りし/よし1 
的に AF 補助光を点灯する。 

曰.ピントびさつたとをに* 
子音びでる 

霉 子音あり （ SAF ) 猩 子音なし 

CLE ： カスタム巧能の才ール 
リセット 

カスタム 樵 能 （1 〜 8) の内容をすべて 標華 設定‘ 0" にする 

• この状態で 盛 出切り曾えレバーをで F " む外にすると、それまでにセットしたカスタム機能の内容 
びすベて 標華 設定て)"の状態になりますので 注を してください。 


:この機能にセットずると、ドライブモード切り替えダイヤルを ’’@1" にセットするだけで、多重漂出攝おびできるようになりま 
す。状況に応じて必要な回数だけを重巧出び巧えます。表示 A ネルに"因"び点滅表示されます。 

ドライブモード切り替えタイヤルを、 "@ r かろ他のモードにをえると、フィルムが送られ、多重巧出が終了します。 

•この機能を選がしているときは、多重な出撮おび終了したら、必ず夕’イヤルを’’@1’から戻すことをちれないでください。 


81 









〈カスタム機能のセットのしかた〉 

1 露出モード切り曾えレバーを、 " CF " にセットしま 
す。表示パネルに"機能番号と内容番号’’が表示さ 
れ、カスタム機能セット状態になります。 
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ザー式可广 

がい..:‘ 



.し り，.' 




2 " ダウンボタン’’を巧して、セットする機能の番号を 
選び、表示させます。 

"ダウンボタン’’を巧すごとに、機能の番号び] 一2一--’ 
…一8 一 CLE 一]一（しソ下繰り返し）と変わります。 





























3" アップポタン"を巧して、内容の番号を選択します。 

"アップボタン‘’を巧すごとに数字が変わ0ますので、セ 
ットする番号にしてください。 



4 露出モード切り曾えレバーを撮影ドの位置 
(" CF" しソ列）に戻します。 

壺示パネルび、通常の表示に戻りで F" は消えます。 

♦セットした機能をすべて解除するときは、前記2、で 
"CLE" を表おさせた澄、露出モード切り替えレバーを 
撮影モードの位置 （"CF" 似が）に戻してください。 


S3 























その低 


7 Y ピースシゎッター 



セルフタイマーやケープルスイッチ L を利用してのオー 
卜撮影 （A ん T ん P の各モード）では、ファインダー接 
眼部から目を離しますので、接眼部か b 入る光が測光に 
影湾をおよぼすことびあります。このような撮影では、 
アイピースシャッターを利用して接眼部をしゃ開してく 
ださい。 

アイピースシャッターレバーを上にするとしゃ閉されま 
す。 









ケーブ!レスイッチソケット 



ケープルスイッチ L やオートべ□ーズを接続する接点で、 
これらアクセサI」一からの電気信号を伝え、シャッター 
を作動させます。 

• ケープルスイッチソケットには、市販されている一般 
の;^力方式ケーブルレ U— ズは取り付けないでくださ 
し、故障の原因になります。 


が部電源ソケッ 



別売りの外部蟹源（パワーパック P-8) を取り付けるた 
めのソケットです。 

パワーパック P-8 の崔源プラグをここに差し込んで使用 
します。 


• P-8 をご使用のときは、必ず「別売りアクセサ U- 
"パワーパック P-8’’」 の項 (P94) をご麗ください。 

• パワーパック P-8 しソ外は使用しないでください。故障 
の原因になります。 
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裏ぶたの取 0 はずし 



カメラの裏ぶたを取りはずし、別売りのデータバック D-8 
(P93) と交換することがでさます。 

要ぶたは、着脱ピンを押し下げて取りはずします。 
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シザ ッタースピードと絞り値の表示につい 


シャッタースピードおよび絞り値は次のよラに表示され 

ます。 

■シャッ タースピードの表示は"6000" (1/ 目日日日秒） 
から "32" ’’ （32 が）まで表示されます。カメラの靡 
出モードが I’Av"、"P" のとさは絞りに応じた値を 
1/2段階ごとに、 "Tv" "M" のときはセットした値を 
表のします。 

"X"にセットしたとさはシャッタースピードは 
"2 日日"が表示されます。 

"日"にセットしたときはシャッタースピード "buLti 
と表示されます。 

• 絞り値は、使用レンズの絞り範囲內で1/2段階ごとに 
値が表示されます。ただし、]/2段のさらに間で作動 
するとさは近い表示で示されます。たとえば絞り値が 
f3.3 のときは "3.5" と表示されます。 
















レンズの一般的性質として、ある被写体にピントを合わ 
せたとを、被写体自身が鮮明に写るだけでなく、その前 
後にち鮮明に写る範固があります。この範囲を被写界深 
度といいます。同じレンズでの被写界深度は次のよラに 
変化します。 

1. 絞りを絞り込むほど被写界深度が深く、開放にするほ 
ど浅くなります。 

2. 被写体の距離が遠いほど被写巧深度が深く、おいほど 
浅< な0ます。 

3. ピントを合わせた被写体の後方に深く、前方に浅くな 
ります。また異なるレンズでは、焦点胆離の短いレン 
ズほど深く、焦点距離の長いレンズほど浅くなります。 



被写巧深度の具体的な飽囲は、個々のレンズの被写界深 
度目盛で確認することができます。例えば己日 mmFl .4 
標準レンズで 2 m の距離にピントを含わせ、絞りを F ]6 
にセツトした場合は、被写界深度目盛16に対応する距離、 
すなわち約 1.4 m か5約己 m までピントが含うことになり 
ます。 
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〈絞り込みボタン〉 

ファインダーは常に絞り開放のげ態になっていますが、 
このボタンを巧すとセットした髓り値まで絞り込まれ 
(ファインダー内は絞り値に応じて暗くなります。）、その 
状態で被写巧深度や背景のぼけ具合を見ることげでをま 
す。 


• 絞り込みボタンを押したまま麗出の確認や撮累ミをして 
を、適正露出は得5れません。 

♦露出ちードげ "Tv"、"P" のとき絞り込み作動はでき 
ません。 
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msi 線フイルム攝繁について 




1 . 歯出について 

このカメラの麗出計は、赤外線フィルムについては測定 
でをません。フィルムの説明書にがって露出値を決定し 
て < ださし、。 

2. ホが線補正マーク 

赤外線フィルム（ホフィルター使用）を使用してホが線 
撮影する場含は、一般撮影のとをとピントびかしずれま 
すので、そのずれ呈だけ補正び必要になります。レンズ 
にはそのための赤外撼補正マークが表おされています。 
フォーカスモードを "MF" にセットして、手動でピント 
合わせを行ってください。まず、フィルターなしでピン 
卜合わせしたあと、フィルターを取り付け、そのとさの 
距離目盛を補正マークの位置までず5して撮影します。 
♦カラー赤外撼フィルムを使用するときは、フィルムの 
説明書に従って撮影してくださし、。 




















別売り 

アクセサリー 




CONTAX TLA 360 ス hOTtt 



ガイドナンパ‘一 36 (IS0100.35mm レンズ画角カバー 
時）の、ク U ップオンタイプの TTL 自動調光ち式パワー 
ズームオートスト□ボです。スト□ボオートセットの磯 
能を備えていますので、コンタックス AX と組みをわせる 
と、従来の TTL オートスト□ポの機能に加えてし: TF の四 
つの禮能をもった使いやすいスト□ボです。 

• これ5の磯能は、力方ラ上部のアクセサリーシューに 
直接スト□ボを取り付けた場含にお使いいただけます。 
TLA 延長コードや TLA 増灯システムを利用して、カメ 
ラのアクセヴ U —シューか5離して使用するとさは、 
スト□ボには自動セツトされません。 
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♦スト□ボオートセット機能を備えた当社 TLA スト□ボ 
はスト□ボ取り付け脚の接点び5箇所になっています。 

く1.オートセット機能> 


巧能 

ストロボ巧影モード 

フイルム巧度の 
自西!セット 

巧り値の 
自西!セット 

TTL 才ート 

〇 

〇 

外部測光オート 

〇 

X 

マニュアル 

〇 

〇 

マルチ発光 

〇 

〇 


〇 :カメラ側の tz ットによりスト□ボにを目動たットします。 

(スト□ボ充電完了時） 

X :スト□ボには自動セットごれません。 

















く 2 .スト□ポ光 a の補正 > 

"TTL 才ートスト□ボ撮影’’モードで行います。他のモー 
ドでは、 補正することがでさません。 

• 補正は一 3EV 〜 +]EV の範囲で1/3ステップごとに行 
元ます。 

• ストロボの補正は、力;^ラの露出補正の値を基準にし 
て発光呈を補正します。たとえば、カメラの露出補正 
を"+1"、ストロボ側の補正を "+1" とすると、ス 
卜□ボの発光重は +2EV になります。 


みスト□ボの "SEL" ポタンを巧します。 

•スト□ボの表ちパネルに補正目齒が表示され、 

マークが 点滅します。 

⑤スト□ボの"アップ/夕'ウンボタンを巧して 
補正目盛を蒂望する値にします。 

ぶ再度 " SEL" ボタンを巧します。 

マークが点灯表示になり、補正のセットが売 

了です。 

•スト□ボ表示パネルの補正目盛は、スト□ボ側の補正 
重を表示します。 

•スト□ボ側の補正童び" 日’’ （補正しない）とさは、8 
砂摧に補正目盛は消灯します。 

<3. "才ート OFF "、 "才ート ON " 機能> 

ストロボの電源スイッチを"オート日 FF" にセットした 
とき、ストロボの電源が約8日砂で自動的に日 FF になりま 
す。 

また力；^ラのシャッターボタンを半巧しすることで"才 
ート日 N’’ になり、スト□ボの充電び開始されます。 
長時間のスト□ボ撮影時、省輩効果があります。 





















く 4. シューストッパー> 

TLA3 日日の"取り付け脚"には、スト□ボが不用意に力 
メラからはずれないよラにシューストッパー（抜け防止 
禮構）がついています。 

カメラの取り付け、取り外しの際は必ず"取り付け脚‘’ 
の指標にシュー□ック U ングの指標を合わせてか b 行つ 
てください。 


ぷ前記のほかにちをくの特徴を持ったスト□ボですの 
で、 TLA3 日□の取扱説明書を併せてご覧になり、を 
彩なスト□ボ撮影をお楽しみください。 
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CONTAX データ J I ツク D ■な 



コンタックス AX の雷ぶたと交換して使用するマルチフアン 
クションタイプのデータバックです。フィルムの嚴巧の2コ 
マ（あるいは]コマ）に撮影時の露出データを一括して写し 
込む「まとめ写し込み」機能と、それぞれのコマ間に曰巧 
や露出データなどを写し込む「コマ間写し込み」離能があ 
ります。併用することがでさますので、「まとめ写し込み」 
をセットして露出データを記録し、「コマ間写し込み」で曰 
巧や時刻あるいはカウンター数値などをコマ間に写し込み、 
写真の分類や露出データの保存と整理など幅広くごま用い 
ただ<ことがでさます。また力方ラの作動をコント□ール 
するインターバル撮影機能を搭載しています。 


まとめ写し込み機能 

各コマの撮影時の露出データを力方ラが記憶しておいて、 
フィルムを巻戻すとさに最初の2コマ（あるいは]コマ）に 
まとめて写し込みます。 

写し込む内容 

ムフィルムを装てんした曰付（年■月-曰，時） 

⑤露出データ（露出補正値、シャッタースピード、 F 値、 
露出モード） 

( 3 ) コマの番号（己コマごと） 

©き戻しをした日付件•月•日•時） 

コマ間写し込み機能 

フィルムコマ間に次の8つのモードか5—つ選んで写し込む 
ことびでさます。 

の日付件•月-日）雪日付（月•日•年） 

③日付（日•月-年）え時刻（日•時•分） 

を撮影時の露出データ（露出補正値、シャッタースピード、 
F 値、露出モードまたはキャラクター2文字） 

6カウンター数値 （4 おの積算カウンター+フィルムカウ 
ンター）+キャラクター2文字 
巧': 任意の目お固定数値+キャラクター2文字 
夏写し込みなし 
インターバル撮影 

設定した時刻より一定時間ごとに、設定した撮影回数分自 
動的に撮影する磯能を搭載しています。時間の経過による 
変化を觀裏する撮影や無人撮影に便利です。 





























パワーパック P-B 


バッテ u —ケース 



ジでケット 
(ストラップ巧) 


1.己V単3お里池4本、または1 .2V 單3形ニッカド電池4 
本を使用する外部電源です。暮冷地など、気温の低い場 
所で、寒さの影嚮による里池の性能の低下を防ぐために、 

カメラのか部で里源を巧温しなが6撮影ずるために利用 
しまず。 

■使い方 

巧バッテリーケースに、表示に従って単3あ谭池4本を 
入れ、パワーパック本体に取り付けます。 

• パワーパック本体の切り欠さとバッテリーケースが一 
致する向さでケースを取り付けてください。向さが違 
ラと取り付けられません。 
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巧 パワーパックをジャッケットに入れます。 

③ パワーパックのコード先端のプラグを、カメラ本体の 
外部電源ソケットに差し込みます。電源の供給は、力 
メラ本体の電池か5パワーパック P-8 の電池に切り曾 
む0ます。 

• 撮影の隙に、パワーパックを防寒具の内側などに入れると、 
より保温の効果を高めることびできます。 

• 電油を交換するとをは、種類の違ラものや古いものを混ぜた 
りしないで、4本とち同じ種類の新品輩池を同時に交換して 
ぐださし、。 

• パワーパックを長期間使用しないときは、 霉 池の漏液を防ぐ 
ため、バッテ U —ケースから電池を取りはずしておいてくだ 
さい。 

• 接続コードの取0はずしは、コードを引っばらずに プ ラヴ部 
を持って行ってぐださい。 

巧成： バワーパック本が、バッテ U - ケース、ジャケット（ス 
トラッブ巧さ）、コードの長さ：1.日 m 

■使用バッテリーと撮影本数 

(3 日枚描りフィルム、新品霉池使用、 一10 で当な潘お星準による。） 


バッテ U —種煩 巧影本数 

1 .己 V 単 3 おアルカ U 乾霉池4 本 約 1 日本 

1 .2 V 単 3 おニッカド 巧池4 本 +約己本 

1 .己 V 単 3 お U チウム電池 4 本 約已〇本 


* ニッカド璧池はフル充璧して使用したとき。 

• 単3おマンガン乾電池は里池客ちが少ないためご使用になれま 
せん。 





フォーカシンヴスク U —ン FW タイプ 




AX 用のフォーカシングスクリーンは、 FW- 1〜已の已種 
類が用意されており、撮影目的や用途に応じて交換する 
ことがでさます。 

フォーカシングスク U —ンにはスポット測光範囲をおす 
中央部のホ 5mm の円 （FW-1、FW ぶはマイク□プ U ズ 
ム部が側）が示してあります。 

♦フォーカシングスク1」ーンは高精度に仕上げ5れてお 
りますので、絶対に手で輔れないで<ださい。 


FW -1 (水平スプリット/マイク□プリズム式）…標準装 

備品。一般撮影に適しています。中央のスプ U ット部、 
そのが周のマイク□プ1」ズム部、周辺のマット部の3つ 
の部分でピントを含ねせることがでさます。 

FW -2 (コンビネーシヨンマイク□式）…一般撮影に適し 
ています。中央部と外周部に角度の異なるマイク□プ1」 
ズムを組み含わせたスクI」ーンです。中央部は明るし、レ 
ンズを使用したときに精度よくピント含ねせができます。 
外周部のマイク□プ U ズム部は暗いレンズを使ったとき 
でちかげりにくいため、巧率よくピントを含わせること 
がでさます。 

FW -3 (全面マット式）•••全面をマット状にしたスクリー 

ンです。 長焦点レンズなど、比較的腊いレンズを使用す 
るとさや、接写などでマイク□プI」ズム部あるいはスプ 
リット部ではピントげ含ねせにくい場をに適しています。 
FW -4 (ち眼マット式）…全面マット式に 6mm 間隔のち 
眼を入れたスクリーンです。特にオートべ□ーズや PC デ 
ィスタゴンを使用してのアオ U 撮影、あるいは複写など 
厳密に構國をミ夹定するときに適しています。 

FW -5 (ク□ススケール式）…顕微錦撮影や高倍率接写の 
ときに使用するスク U —ンです。中央が明るい透過式に 
なっており、眼をわずかに左ちに振ってち十字線に対し 
て像がずれないよラにピントを調馨します。また周辺の 
マット面でちピント合わせが巧能です。目盛線 （1mm 間 
隔）を利用して撮影倍率や像の大ささを巧ることができ 
ます。 




























〈フ オーカ シングスクリーンの交換のしかた〉 

各スクリーンには、交撰巧のピンたットびが属してい 
ます。必ず付属のビンセットをご使用ください。 

♦ スクリーンの交換は、フオーカシンクスクリーン FW 夕 
イプ取扱説明書に記載の方法と異なります。次のよラ 
にして交換してくださし、。 


■スクリーンの取りはずし 

まず、レンズを取りはずしてから力；<ラのスクリーン交 
撰つめを指の先などで軽く巧します。；' 1 ; 

スクリーンび枠ごと下がりますか5、静かにおろしてく 
ださい。スクリーンの突起部をスクリーンに付属のピン 
セットではさんで取0出します。ぶ 
取り出したスクリーンは、ケースの溝に立てておくとミち 
れや傷をつける必配びありません。； 3 : 
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■スクリーンの取り巧け 

取り付けるスクリーンの突起部をピンセットではさみ、 
下がっている枠内に入れます。なに枠の英起部（交操つ 
め）をピンセットでカチッと止まるところまで静かに押 
し上げてください。す 

嚴後に指で軽く巧し、確実に入っているか確認してくだ 
さい。 

これで取0付けは完了です。 


• フ オーカ シングスクリーンの交換は必ず専用のピンセ 
ットを使用し、ミラー面、およびスクリーンに傷や指 
紋をつけないよラにミち意してください。 

• スク1」ーンにごみがついたときは、プ□ワーで吹き飛 
ばすか、案5かいレンズ刷毛で軽く払ってください。 

• 取り付けかたが不完全ですと撮影中にスクリーンびは 
ずれて破損した0、レンズの着脱びでさなくなること 
びあります。このとさは、専門的な処置を必要としま 
すので最寄〇のサービスステーションにお持ちくださ 
い。 

♦使わないスク U —ンは、スクリーンケース内の図解に 
従って収納しておいてください。 
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フいックスケース c 



ケース先端を伸縮させることにより、データバック D-8 
を装着した AX に力ールツアイス T * レンズの焦点距離 
13曰 mm し U 下の単焦点レンズ、およびバリオゾナー4日〜 
8日 mm、 3曰 mm 〜7日 mm、28mm 〜8曰 mm、35mm 
〜13日 mm のズームレンズを装着したまま収納でをます。 
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まなけ樣 


型式 


画面ヴィズ 
レンズマウント 
シャツターお式 
シャツタースピード 


シンク□接点 


セルフタイマー 
シャッターレリーズ 

焦点調節 

オー トフ オー カス 


: 3巳 mm フォーカルプレン式 
AF —眼レフカメラ 
: 24x36mnn 

:コンタックス/ヤシカ MM マウント 
:縦走行フォーカルプレンシャッター 

: A ん P. 32秒〜1/6日日日砂 

Tv 設定 . 4秒〜1/4日日日砂 

マニュアル .......B、 X (1/2 日日秒)、 

4抄〜1/4日日日秒 
:X接点 （1/2 日0秒政下で同調） 
ダイレクト接点、およびシンク□夕 
一 S ナル付さ 

:畢テ式、作動時間1日抄、2秒 
:電子レ U —ズ方式、専用ケーブルス 
イッチソケット付き 
:マニュアルフ ォー カス及び 
オー トフ ォー カス 

: TTL 位相差検出方式による才ートマ 
テイック，バックフォーカシングシ 
ステム 

測距検出範囲り SOI 日 0) : 

EV2 〜21 

オートフォーカスモード： 

SAF (シング ルオー トフォーカス） 
CAF (コンティ ニユアスオー トフ 
才ーカス） 


露出制御 


測光方式 

測光連動方式 
( IS 0100, F 1.4) 
フイルム感度 
連動範囲 


AE □ック 
函出補正 

A ’ B ’ C 機橘 


スト□ポ調光 
連動方式 


:①絞り優先才ート⑤シャッター簡 
先オート③プ□グラムオート®マ 
こユアル露出苦 TTL オートスト □ 
ボ⑥マこユアルスト□ボ 
: TTL 中央重点平均/スポット測光切 
0曾え式 

:中央重点平均測光 .EV 日〜21 

スポット測光 .EV3 〜21 

: DX コードによる自動設定時 

.ISO 2巳〜巳日日日 

マこユアル設定時 

.ISO 6〜64日日 

；撒面光墨記憶方式 
: +2EV 〜一 2EV (1/3 ステップで 
設定可能） 

: A'B’C レバーの設定による露出補 
正幅 

±0.巳 EV/±1EV 
: TTL ダイレクト調光方式 
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スト□ポ同調 

スト□ボオート 
セツト機能 

後巧シンクロ 
ファインダー 


視度補正 

フ オーカ シング 
スク U — ン 


:専用スト□ボの充電完了により 
シャッタースピード自動切り醫え 

:スト□ボオートセット機能付き当 
社スト□ボと組み含わせることに 
より可能 

■ 後幕シンク□機能のある当社スト □ 
ボと組み合わせることにより可能 

:ペンタプ1」ズム使用のアイレベル型 
(□ングアイポイント式） 

• 視野率 ...... 9己％ 

♦倍率 . 日.7倍 

(50 mm 標準レンズ無限遠、視 
度一 1 D のとき） 

:視度補正機構内蔵、 

補正節囲+日. 5 D 〜一2.日 D 

:水平スブ1」ット/マイク□プリズ 
ム式 （ FW ~1) を標準装備 
スクリーン交撰可能 （ FW タイプ) 
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ファインダー内表示； フォー カス表示、 シャッター スピー 
ド、露出 II 告、絞り値、露出マーク、 
バックフォー カススケール、 A - B ' 
C 表示、盛出補正表示、測光マーク、 
フィルムカウンター/セルフタイマ 
一残り時間、スト□ボマーク 

表示パネル ：フィルムカウンター/フィルム感 

度/セルフタイマー題り時間/パ' 
ルプ経過時間、多重露出表示、力 
スタム磯能表示、バッテリー舊告 
マーク、フィルムマーク、 DX 枚 
数表示 


フイルム装墳 


フイルム尝き上げ 
フイルム巻き戻し 


ドライブモード 


:オー ト□—ザ’ ィ ング式 
フィルムカウンター "01" まで 
の空送り機構付を 
:内蔵モーターによる自動きき上げ 
:内蔵モーターによる自動巻を戻し 
巻さ戻し終了後は自動停止、途中 
巻さ戻し巧能 

:1コマ、連続にし CH )、 セルフ 
タイマー （2 妙、10秒)、多重露出 




昔さ上げ速度 


昔さ上げ速度 

アクセヴリーシュー 

-連続撮影 （" CH " E — ド）最高 
約己コマ/秒 

(新品單池使用、常温、当社撮影 
基準による） 

:ダイレクト X 接点 （ TLA スト□ボ 
連動接点付） 

フイルムカウンター 

:表示パネル、ファインダー內とも 
自動復元順賣式 

カスタム機能 

:•露出チェックボタンの機能•を 
重露出設定ち式の切り替え • A - 
目 - c 撮影順序の切り曾え•絞り込 
みボタン操作ち法の切0碧え•フ 
ィルム巻さ戻し時のフィルム残り 
•フィルム終了時の巻き戻し ^AF 
補助光の点口 ♦ AF 合焦時の電子 
音 （ SAF ) 

裏ぶ た 

:要ぶた開放レバーによる開放式、 
着脱可能 

巧源 

:目 VI 」チウム電池に CR 己） 

1 個使用 

バッテリーチェック 

:自動チ X ック式、表示パネルに表 
示 


フィルム掩お本巧 


その他 

寸法 

質屋 


: 3 目枚撮りフィルム約己日本 

(新品リチウム電池 2 CR 曰使用、 
常温、当な撮影基準による） 

:絞り込みボタン、外部電源ソケッ 
卜付さ 

:162 (幅） X 1 23.5 (高さ） X 
72 (與行き） mm 
:1 .080 旨（電池別） 


ぶ 仕樣.が鶴の一部を予告なく変雷することがありますのでご了 
承くだすい。 


本製品の槪能をフルに活用していただくためにち、 交 
巧レンズ、およびアクセヴリー巧は当な巧品のご巧用 
をおすずめしまず。 コンタックス用として巿販されて 
いる他社商品を使用して生じた事故や故障について 
は、当社では保証いたしかねます。 


SSP のを祿 


接眼リング - 

ファインタ ’一 接眼部 - 

アイ ピースシャッターレバー 
な 出モード □ック 解除ボタン 

ケープルスイッチソケッ I -一 
シンク□夕ーミナル - 


裹ぶた□ツク解除ボタン - 

裏ぶた開放レバー - 

バツテ U —室カバーガイドピン 

王脚ねじ巧 - 

シャツター幕 - 

フィルム固定軸 - 

□ X 接点 - 

フイルム室 - 


データバック用接点 • 




アイカツブ 


フォーカスボタン （ F ボタン） 
フオーカスボタン機能切り替えタイヤル 
( F ダイヤル） 
巻さ戻しレバー 
巻き戻し□ック解除ボタン 


外部電源ソケット 
バッテリー室カバー 
バツテリ ーきわ J (一着脱ノブ 



スフロケット 


ちぶた着脱ビン 

- ■変ぶた 
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スフール 










































































